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第４２回あわら市議会定例会議事日程 

 

                          第 １ 日 

                          平成２１年９月１日（火） 

                          午前９時３０分開議 

 

１．開会の宣告 

１．市長招集あいさつ 

１．開議の宣告 

１．諸般の報告 

１．行政報告 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 議案第８７号 専決処分の報告について 

             （損害賠償の額を定めることについて） 

日程第 ４ 議案第８８号 平成２０年度あわら市一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

日程第 ５ 議案第８９号 平成２０年度あわら市国民健康保険特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第 ６ 議案第９０号 平成２０年度あわら市老人保健特別会計歳入歳出決算の

認定について 

日程第 ７ 議案第９１号 平成２０年度あわら市後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算の認定について 

日程第 ８ 議案第９２号 平成２０年度あわら市金津雲雀ヶ丘寮特別会計歳入歳出

決算の認定について 

日程第 ９ 議案第９３号 平成２０年度あわら市農業集落排水事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 

日程第１０ 議案第９４号 平成２０年度あわら市産業団地整備事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 

日程第１１ 議案第９５号 平成２０年度あわら市モーターボート競走特別会計歳入

歳出決算の認定について 

日程第１２ 議案第９６号 平成２０年度あわら市公共下水道事業会計決算の認定に

ついて 

日程第１３ 議案第９７号 平成２０年度あわら市水道事業会計決算の認定について 

日程第１４ 議案第９８号 平成２０年度あわら市工業用水道事業会計決算の認定に

ついて 

日程第１５ 議案第９９号 平成２０年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計決算の
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認定について 

日程第１６ 議案第 100 号 平成２０年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計決算に

よる剰余金の処分について 

日程第１７ 議案第 101 号 平成２０年度あわら市健全化判断比率及び各公営企業に

係る資金不足比率の報告について 

日程第１８ 議案第 102 号 平成２１年度あわら市一般会計補正予算（第４号） 

日程第１９ 議案第 103 号 平成２１年度あわら市国民健康保険特別会計補正予算（第

１号） 

日程第２０ 議案第 104 号 平成２１年度あわら市工業用水道事業会計補正予算（第１

号） 

日程第２１ 議案第 105 号 平成２１年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計補正予

算（第１号） 

日程第２２ 議案第 106 号 あわら市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定

について 

日程第２３ 議案第 107 号 あわら市営駐車場条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

日程第２４ 議案第 108 号 市長等の給料の特例に関する条例の一部を改正する条例

の制定について 

日程第２５ 議案第 109 号 市有財産の無償譲渡について 

日程第２６ 特別委員会の設置 

      発議第 ３号 環境対策調査特別委員会の設置について 

      発議第 ４号 中心市街地活性化調査特別委員会の設置について 

日程第２７ 特別委員会委員の選任 

 

 （散  会） 
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出席議員（１８名） 

   １番 吉 田 太 一     ２番 森   之 嗣 

   ３番 杉 本 隆 洋     ４番 山 田 重 喜 

   ５番 三 上   薫     ６番 八 木 秀 雄 

   ７番 笹 原 幸 信     ８番 山 川 知一郎 

   ９番 北 島   登    １０番 向 山 信 博 

  １１番 坪 田 正 武    １２番 丸 谷 浩 二 

  １３番 牧 田 孝 男    １４番 卯 目 ひろみ 

  １５番 宮 崎   修    １６番 山 川   豊 

  １７番 東 川 継 央    １８番 杉 田   剛 

 

欠席議員（０名） 

                                       

 

地方自治法第１２１条により出席した者 

 市 長  橋 本 達 也    副 市 長  北 島 善 雄 

 教 育 長  寺 井 靖 高    総 務 部 長  圓 道 信 雄 

 財 政 部 長  田 中 利 幸    市民福祉部長  山 岸 利 紀 

 経済産業部長  坪 田 清 孝    土 木 部 長  長谷川 忠 典 

 教 育 部 長  藤 崎 恒 美    会計管理者  佐 孝 博 司 

 土木部理事  佐々木   賢    市民福祉部理事  辻   邦 雄 

 市民福祉部理事  摩 垣 浄 心    芦原温泉上水道財産区管理者  竹 内 正 文 

 代表監査委員  髙 橋 憲 治 

                                       

 

事務局職員出席者 

 事 務 局 長  柴 田   昇    事務局長補佐  山 口   徹 

 書 記  中 辻 雅 浩 



 4 

                                       

   ◎議長開会宣告 

○議長（丸谷浩二君） ただいまから、第４２回あわら市議会定例会を開会いたします。 

（午前 9時 30 分） 

                                       

   ◎市長招集挨拶 

○議長（丸谷浩二君） 開会に当たり、市長より招集のご挨拶がございます。 

（｢議長｣と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） 第４２回あわら市議会定例会の開会に当たり、一言ご挨拶を申

し上げます。 

 議員各位には、何かとご多忙中にもかかわらず本定例会にご参集をいただき、厚

くお礼を申し上げます。 

 さて、一昨日行われた衆議院議員総選挙において、政権与党の自由民主党と公明

党が惨敗を喫し、民主党が大躍進を遂げており、報道で予測されていたとおり政権

交代が行われることとなりました。民主党を中心とした新政権が誕生することに対

し、市民とともに大いに期待をするものであります。 

 しかし、一方では、民主党のマニフェストを見る限り、財源面での地方としての

不安がぬぐい去れないのも事実であります。去る８月２６日に行われた県の市長会

議においても、各首長とも同様の認識を持っているようでありました。 

 また、来年７月の参議院議員通常選挙に向けて目玉となるマニフェストを実施す

るものと思われるため、その制度設計前に全国市長会として地方の意見を主張すべ

きとの意見が相次ぎました。私からは、地元福井の新与党代議士に福井県市長会と

して実情の申し入れをすべきと発言させていただいており、その準備を進めている

ところであります。 

 私といたしましては、暫定税率廃止による道路財源の減少、後期高齢者医療制度

廃止による混乱、消費税を財源とする最低保障年金制度による交付税へのしわ寄せ

のほか、新幹線への影響などについて懸念しているところであります。地方重視と

いうならば、地方が自由に使える財源を確保して地方の裁量を拡大すべきであり、

国は外交や安全保障などに携わって国のあり方と国益を追求し、地方にゆだねられ

るものはすべてゆだねるべきものと考えております。また、マニフェストにもあり

ますが、政策やその制度設計に当たっては必ず地方との協議を行ってもらいたいと

考えております。 

 ところで、本県におきましては、今回の選挙で７人の代議士を国会に送り込むと

いう、過去に例を見ない快挙となっております。今後、与党・野党を問わず、国政

の場において強力な発言力を発揮していただき、福井県の発展にご尽力いただける

ものと心から期待をしております。 

 いずれにいたしましても、国、地方を通して、厳しい経済情勢の中にあります。
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一刻も早く新しいリーダーのもと、山積する重要課題に取り組んでいただき、活力

ある国づくりに邁進していただくことを切にお願いするものであります。 

 ところで、今年の夏は、太平洋高気圧の張り出しが弱く、梅雨前線が長期にわた

り停滞したことから、全国各地で梅雨明けがおくれ、北陸地方では８月４日によう

やく梅雨明け宣言が発表されました。 

 このため、６・７月の長雨や日照不足、その後の低温などの影響を受け、果実や

野菜では炭疽病の発生などによる品質や糖度の低下が見られたほか、市場では一部

野菜の不足による価格高騰などの影響も出ているとのことであります。 

 また、収穫期を迎えた水稲、とりわけコシヒカリでは、出穂期における低温・長

雨による登熟障害のほか、大きく伸びた草丈による倒伏が懸念されるなど、収穫量

にも大きな影響があるものと心配をいたしております。 

 また、梅雨前線に伴う豪雨により、去る７月２１日には中国地方を中心に広い範

囲で、２６日には九州の福岡を中心とする地域で、大規模な土砂災害が発生いたし

ました。特に山口県防府市を中心とする地域では、斜面崩壊・土石流・洪水はんら

んなどにより、災害時要援護者関連施設に位置づけされている特別養護老人ホーム

の入居者を含む１７人が死亡しております。この中国・九州北部豪雨により山口・

福岡・広島・佐賀・長崎の各県で合わせて３０名が死亡する甚大な被害が発生して

おります。 

 その後、８月９日には、熱帯低気圧から発達した台風９号の大雨により、兵庫県

佐用町や岡山県美作市などで多くの死者、行方不明者が出る被害が発生しておりま

す。この災害では、佐用町の町営住宅の住人が、町から避難勧告が出る約１時間前

に自主避難し、夜間であったこともあり、うち数人が増水した濁流により近くの用

水路に流され犠牲となっております。町がさらに早く避難勧告を出していた場合、

周辺での犠牲者がかえって増えていた可能性も指摘されており、水害が起こった際、

行政が住民に避難を求めるタイミングの難しさを浮き彫りにする結果となっており

ます。 

 また、８月１１日早朝には、静岡県を中心に強い地震が発生するなど、近年、ど

こでどのような災害が起こっても不思議ではない状態であります。 

 あわら市では、今回、幸いにして大きな災害に見舞われることはありませんでし

たが、現在、市内全域で進めております防災行政無線などのハード面を早急に整備

することに加えて、ソフト面においては、各地区における自主防災組織の結成をな

お一層積極的に進めるとともに、災害時要援護者支援制度の充実を図るなど、市民

の皆様が安全・安心に暮らすことができる災害に強いまちづくりを目指してまいり

たいと考えております。 

 さて、今月５日には、第９回を数える「あわら北潟湖畔観月の夕べ」が開催され

ます。季節の風物詩として、毎年、大変多くのお客様にご来場いただき、好評を得

ているところであります。今回も万全の体制でお迎えできるよう準備を進めており

ますので、議員各位におかれましては是非ともお運びいただきますようよろしくお
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願いいたします。 

 ご案内のとおり、本定例会におきましては、２３議案の審議をお願いするもので

あります。その内訳につきましては、専決処分の報告に関するもの１議案、決算の

認定及び剰余金の処分に関するもの１３議案、健全化判断比率等の報告に関するも

の１議案、補正予算に関するもの４議案、条例の制定に関するもの３議案のほか、

市有財産の無償譲渡に関するものが１議案となっております。 

 各議案の内容、提案の趣旨につきましては、後ほどご説明を申し上げますが、何

とぞ慎重なご審議をいただき、妥当なるご決議を賜りますようお願い申し上げまし

て、招集のご挨拶といたします。 

                                       

   ◎開議の宣告 

○議長（丸谷浩二君） 本日の出席議員数は、１８名であります。 

 よって、会議の定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

○議長（丸谷浩二君） 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

                                       

   ◎諸般の報告 

○議長（丸谷浩二君） 諸般の報告を事務局長より行います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 局長。 

○事務局長（柴田 昇君） 諸般の報告をいたします。 

 平成２１年７月１６日招集の第４１回臨時議会において議決されました議案につ

きましては、７月２４日付で市長あてに会議結果の報告を行っております。 

 今定例会までに受理いたしました陳情につきましては、お手元に配布してありま

す陳情文書表のとおりであります。 

 次に、本定例会の付議事件は、市長提出議案２３件、議員発議２件であります。 

 本定例会の説明出席者は、市長以下１５名であります。 

 なお、本日の会議には代表監査委員が出席いたしております。 

 以上でございます。 

                                       

   ◎行政報告 

○議長（丸谷浩二君） 市長の行政報告を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） 各部の所管事項について、行政報告を申し上げます。 

 まず、総務部関係でございますが、総務課所管では、定額給付金給付事務の現在

の状況について申し上げます。 

 定額給付金については、９月２４日の申請期限が近づく中、８月末日現在で１万

８４世帯、全体の９７.６９％が申請を済まされております。支給金額で申し上げま
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すと、４億７,５２５万２,０００円、全体の９９.１３％を口座振り込みまたは現金

で給付しております。 

 なお、まだ申請を終えていないのは２４１世帯であります。ただし、このうち、

ひとり暮らし世帯で死亡された方１４人、中国への出国者９人のほか、半数程度は

居どころを把握できない世帯であります。 

 このことから、未申請者に対しては、広報紙やホームページなどで期限が迫って

いる旨周知しているほか、８月２１日には各世帯あてに通知を出すなど、極力、申

請漏れがないよう事務を進めております。期限まで、あとわずかとなりましたが、

遺漏のないよう事務を進めて参りたいと考えております。 

 次に、経済産業部関係でございますが、観光商工課所管では、８月４日に実施さ

れた所管委員会の管内視察において概要の説明をさせていただいております「あわ

ら湯のまち駅前多目的用地」の整備について申し上げます。 

 平成２１年２月に策定された、福井県の新ビジットふくい推進計画で創設された

「目玉となる観光地づくり事業」へ応募しておりましたが、このたび事業採択とな

りました。このことから、整備に向けた基本計画策定委託料として１００万円を今

回の補正予算の中で計上させていただいておりますので、どうかよろしくお願いい

たします。 

 今後は、関係団体や市民の参加を得て、ワークショップを開催するなどして公園

整備をはかり、地域ぐるみの温泉地再生を推進して参りたいと考えております。 

 次に、企業誘致の状況についてご報告申し上げます。 

 昨年８月に市企業立地促進条例に基づく助成対象企業として指定いたしました福

井鋲螺株式会社でありますが、先月の２１日に新工場の竣工式を行い、９月から操

業を開始いたしております。また、昨年度、新たに整備いたしました古屋石塚テク

ノパークでは、新道繊維工業株式会社が、来年５月の操業開始を目指し、工場を建

設中であります。 

 残る２区画の分譲地の販売促進の取り組み状況につきましては、当団地のＰＲと

企業情報の提供を求める目的で販売促進のリーフレットを県内外の関係機関約４０

社に送付するとともに、７月２７日から３０日にかけ、私と副市長が分担して市内

外の有力企業８社を訪問し、直接代表者に対してＰＲを行って参りました。 

 さらに、８月６日から７日にかけ、所管課においても、関西や関東方面に出向き、

企業立地支援センターや中小企業基盤整備機構など関係機関１２社を訪問し、企業

情報等の提供についてのお願いを行っております。 

 現在のところ目立った進展はありませんが、経済情勢も徐々に好転の兆しが見え

ており、今後の進展にも期待感が高まっていることから、引き続き積極的にＰＲし

て参りたいと考えております。 

 最後に、教育委員会関係でございますが、スポーツ課所管では、去る８月２１日

から２３日にかけ第２０回あわらカップカヌーポロ大会を開催いたしました。 

 本年は、全国１１都府県から、ジュニアの部２８チーム、一般の部６０チームの
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計８８チームの参加をいただき、参加チーム数では国内最大の大会となっておりま

す。初日のジュニアの部は、昼前から強い雨に見舞われましたが、小中学生たちは

あいにくの悪コンディションにもかかわらず懸命のプレーを繰り広げてくれました。

２日目以降は天候にも恵まれ、すばらしいコンディションの中、各チームの熱戦が

展開されました。 

 なお、ジュニアの部については日本ジュニア選手権を兼ねた大会となっており、

新郷小学校の男子チーム｢カヌーボーイズシックス｣が日本一の栄冠を勝ち取りまし

た。 

 また、一般２部では、クラブ活動で力をつけてきた金津高校Ｂチームが優勝いた

しております。同チームは、翌２４日に開催された日本カヌーポロジュニア選手権

大会兼日本高等学校カヌーポロ選手権大会において日本一に輝いております。 

 ところで、今年は２０回の節目の年に当たることから、２２日の夜に、記念イベ

ントとして「あわらカップフェスタ」を湯のまち駅前多目的広場で開催し、各種カ

ヌーの展示、大会のビデオ上映や新田泉ライブ等を行い、カヌーの普及に努めまし

た。 

 また、本大会は、ボランティアの方々が地元の越のルビー等豊富な特産品を食材

とした、心のこもった手づくりの昼食を振る舞うなど、企画から運営に至るまで市

民で組織する実行委員会とボランティアによる｢手づくりの大会｣として、多くの皆

さまに親しまれております。選手の皆さんには、チームの垣根を越え、爽やかな友

情を深めていただいたものと思っております。今後も、カヌーを通して広く全国に

あわら市をアピールして参りたいと考えております。 

 次に、文化学習課所管の金津創作の森では、４月１８日から６月１４日まで、「ク

ラフトデザイン展 金澤発・暮らしを彩るクラフト」を開催いたしました。石川県

クラフトデザイン協会の共催により、北陸を拠点に活動している作家・職人、５８

人による展覧会で、５,８６６人の入場がありました。 

 次に、５月９日、１０日の両日、「第９回森のアートフェスタ」を開催いたしまし

た。水辺の広場を中心に、１万５,１１４人のお客様にご来場いただきました。農林

水産課によるハナミズキ苗木プレゼントを行ったほか、各種１日体験なども充実さ

せております。 

 また、５月２４日には「第１０回フレンチトーストピクニック」を開催いたしま

した。評論家・大川悠氏や画家の今村幸治郎氏によるトークや、俳優の夏木陽介氏

を迎えてのタイムラリーなどを開催しております。 

 ６月３日からは、今年度からスタートした教育プログラムとして、市内小学５年

生、中学１年生を対象とした「わくわくアートスクール」を開始いたしました。陶

芸、ガラス、染め、竹工芸の体験と、展覧会鑑賞を通して、一日アートに親しむ機

会を設けました。制作した作品は、アートコアでできるだけ展示して参る所存であ

ります。 

 次に、６月２７日から７月１２日まで、創作の森・入居作家作品の常設展「森の
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作家のちいさな展覧会」を開催いたしました。展示替え中の市民ギャラリーで入居

作家情報の発信を行うもので、今後も開催して参りたいと考えております。 

 なお、入居作家の作品紹介は、県庁ホールをはじめ、ホテルフジタ福井において

も行い、特に、ホテルフジタ福井では、月ごとに展示作家と作品を入れかえ、来年

２月まで行う予定です。好評であれば、さらに継続して行って参りたいと考えてお

ります。 

 ところで現在は、７月２５日から夏の企画展「ムットーニシアター 自動人形師

ムットーニ・機械仕掛けの迷宮博物館」を開催中であります。作家・武藤政彦氏に

よります光と音楽で演出された作品を展示し、今年度の親しみやすい企画として多

くの皆様に楽しんでいただいております。お盆の３日間は開館時間を夜７時まで延

長したほか、「ナイトツアー」を設け、８時３０分まで上演いたしました。本展は、

今月２７日まで開催いたします。 

 以上で行政報告を終わります。 

                                       

   ◎会議録署名議員の指名 

○議長（丸谷浩二君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、７番、笹原幸信君、

８番、山川知一郎君の両名を指名します。 

                                       

   ◎会期の決定 

○議長（丸谷浩二君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から９月１７日までの１７日間といたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会の会期は本日より９月１７日までの１７日間と決定しまし

た。 

 なお、会期中の日程は、お手元に配布しました会期日程表のとおりであります。 

                                       

   ◎議案第８７号の上程・提案理由説明 

○議長（丸谷浩二君） 日程第３、議案第８７号、専決処分の報告について（損害賠償

の額を定めることについて）を一括議題とします。 

○議長（丸谷浩二君） 本案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第８７号（専決処分の報告につい

て）提案理由の説明を申し上げます。 
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 本案につきましては、市の公用車による車両破損事故に係る損害賠償の額を定め

たものであります。 

 この事故は、７月２７日、市の公用車を出庫するため後退したところ、後方に駐

車してあった乗用車に接触し、ドア周辺を破損させたものであり、損害賠償の額を

定めることについて、８月１８日付で専決処分を行ったものであります。 

 この専決処分につきましては、地方自治法第１８０条第１項に規定する議会の委

任による専決処分でありますので、同条第２項の規定により報告するものでありま

す。 

○議長（丸谷浩二君） 議案第８７号、専決処分の報告について（損害賠償の額を定め

ることについて）は、これをもって終結いたします。 

                                       

   ◎議案第８８号から議案第１００号の一括上程 

                   ・提案理由説明・総括質疑・委員会付託 

○議長（丸谷浩二君） 日程第４、議案第８８号、平成２０年度あわら市一般会計歳入

歳出決算の認定について、日程第５、議案第８９号、平成２０年度あわら市国民健

康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第６、議案第９０号、平成２０

年度あわら市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第７、議案第９

１号、平成２０年度あわら市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、

日程第８、議案第９２号、平成２０年度あわら市金津雲雀ヶ丘寮特別会計歳入歳出

決算の認定について、日程第９、議案第９３号、平成２０年度あわら市農業集落排

水事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第１０、議案第９４号、平成２

０年度あわら市産業団地整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第１

１、議案第９５号、平成２０年度あわら市モーターボート競走特別会計歳入歳出決

算の認定について、日程第１２、議案第９６号、平成２０年度あわら市公共下水道

事業会計決算の認定について、日程第１３、議案第９７号、平成２０年度あわら市

水道事業会計決算の認定について、日程第１４、議案第９８号、平成２０年度あわ

ら市工業用水道事業会計決算の認定について、日程第１５、議案第９９号、平成２

０年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計決算の認定について、日程第１６、議案

第１００号、平成２０年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計決算による剰余金の

処分について 

 以上、議案１３件を一括議題とします。 

○議長（丸谷浩二君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第８８号「平成２０年度あわら市

一般会計歳入歳出決算の認定について」から議案第９９号「平成２０年度芦原温泉

上水道財産区水道事業会計決算の認定について」まで、及び議案第１００号「平成

２０年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計決算による剰余金の処分について」の
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１３議案について、提案理由の説明を申し上げます。 

 議案第８８号から議案第９９号までの１２議案につきましては、一般会計をはじ

めとする各会計の平成２０年度歳入歳出決算をあわら市監査委員の決算審査の意見

を付して提出したもので、地方自治法及び地方公営企業法の規定により、議会の認

定をお願いするものであります。 

 まず、議案第８８号、一般会計歳入歳出決算についてご説明いたします。 

 一般会計の歳入総額は１３２億２,３１６万８,６１６円、歳出総額は１２８億４,

５８０万７,４１１円で、歳入歳出差し引き額は３億７,７３６万１,２０５円となっ

ております。 

 この中には、繰越明許費として、総務費、民生費、農林水産業費、商工費及び土

木費の一部を翌年度へ繰り越しておりますので、平成２１年度へ繰り越すべき財源

３,１８６万９,０００円が含まれており、歳入歳出差し引き額からこの額を差し引

いた実質収支額は、３億４,５４９万２,２０５円となるものであります。 

 歳入の主なものは、市税の４８億６,１３２万６,３４３円をはじめ、地方交付税

２９億４９８万３,０００円、国庫支出金１４億９,３７２万１,０３５円、市債９億

７,６９０万円、県支出金７億７,８８３万３,５６７円、諸収入４億４,３１２万９,

５９６円、繰越金３億３,１７４万２,７５３円、分担金及び負担金３億１,８８５万

１,５１８円、地方消費税交付金２億７,５３０万２,０００円、繰入金２億２,７７

１万３,７９９円などとなっております。 

 一方、歳出の主なものは、民生費の３３億１９５万４６４円をはじめ、土木費１

８億４,７５１万１,６００円、総務費１５億８,０６１万４,６６９円、公債費１５

億３,１０６万９,５５３円、教育費１３億５,４５４万１,３８８円、衛生費１０億

２７５万４,７７０円、農林水産業費５億９,４２９万９,９９９円などとなっており

ます。 

 なお、主要な財政指標を申し上げますと、実質収支比率４.７％、財政力指数０.

６８、経常収支比率８５.５％、起債制限比率９.６％であり、実質公債費比率につ

きましては１５.５％となっております。 

 次に、特別会計の決算について申し上げます。 

 議案第８９号、国民健康保険特別会計歳入歳出決算については、歳入総額は２９

億４２２万１,５８１円で、主なものといたしましては、国民健康保険税７億１,２

１８万８,８５６円、前期高齢者交付金６億５,６９９万４０５円、国庫支出金６億

４,９８４万４５２円、共同事業交付金３億３,２７８万１,６２７円、療養給付費等

交付金２億９,３５４万３,２２４円などとなっております。 

 一方、歳出総額は２８億４,５３７万３,５４１円で、主なものといたしましては、

保険給付費２０億１９７万２,６６６円、後期高齢者支援金等３億２６１万１,８４

５円、共同事業拠出金２億９,７２５万１,７８２円、介護納付金１億２,８８５万２

００円などとなっております。 

 歳入歳出差し引き額は５,８８４万８,０４０円で、平成２１年度に繰り越しをい
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たしております。 

 議案第９０号、老人保健特別会計歳入歳出決算については、歳入総額は３億７,

７９７万１,４８７円で、主なものといたしましては、支払基金交付金１億８,４０

９万７,５９９円、国庫支出金１億３,３３３万７,７６２円などとなっております。 

 一方、歳出総額は３億７,９６５万２,５３８円で、差し引き１６８万１,０５１円

の歳入不足となっており、不足額を平成２１年度の歳入から繰り上げ充用いたして

おります。 

 歳出の内訳といたしましては、医療諸費３億４,７６６万８,３４１円、諸支出金

１５６万９,６０２円、前年度繰上充用金３,０４１万４,５９５円であります。 

 議案第９１号、後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算については、歳入総額は２

億７,８２２万４,７２６円、歳出総額は２億７,６９４万１,６７６円で、歳入歳出

差し引き額は１２８万３,０５０円となっております。 

 歳入の内訳といたしましては、後期高齢者医療保険料２億９９７万８００円、使

用料及び手数料９万１,６００円、繰入金６,８０４万９７６円、諸収入１２万１,

３５０円となっております。 

 一方、歳出の内訳といたしましては、総務費３３７万８,８５５円、後期高齢者医

療広域連合納付金２億７,３５６万２,８２１円となっております。 

 議案第９２号、金津雲雀ヶ丘寮特別会計歳入歳出決算については、歳入総額は５

億５,８１２万３,８８８円、歳出総額は４億８,９２０万２,３７１円で、歳入歳出

差し引き額は６,８９２万１,５１７円となっております。 

 なお、この残額につきましては、金津雲雀ヶ丘寮特別会計が廃止されたことに伴

い、平成２１年度一般会計へ引き継がれております。 

 歳入の主なものといたしましては、介護保険収入２億５,８３８万６,３３７円、

措置費収入１億４,１３４万６,５２７円、繰越金８,３２９万２,３４６円、利用料

収入６,７２４万３,４５３円などとなっております。 

 一方、歳出の主なものといたしましては、指定介護老人福祉施設費２億１,８５５

万９,４３２円、養護老人施設費１億６,２９０万５,２３１円、通所介護事業費５,

１９９万１９円などとなっております。 

 議案第９３号、農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算については、歳入総額は

６,９５５万６,６１６円、歳出総額は６,５７４万６５０円で、歳入歳出差し引き額

は３８１万５,９６６円となっております。 

 なお、この残額につきましては、農業集落排水事業特別会計について平成２１年

度から地方公営企業法が適用されたことに伴い、同法の規定による農業集落排水事

業会計へ引き継がれております。 

 歳入の主なものといたしましては、繰入金３,７４４万円、市債１,８５０万円、

使用料及び手数料１,２４５万１,６５５円などとなっております。 

 一方、歳出の主なものといたしましては、事業費１,３８２万７,０００円、公債

費４,６２７万９,３６６円などとなっております。 
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 議案第９４号、産業団地整備事業特別会計歳入歳出決算については、歳入総額は

６億５,２６５万４,９００円で、内訳といたしましては、県支出金２億３,８３０万

円及び財産収入４億１,４３５万４,９００円であります。 

 一方、歳出総額は９億１,９９４万７,３８１円で、差し引き２億６,７２９万２,

４８１円の歳入不足となっており、不足額を平成２１年度の歳入から繰り上げ充用

いたしております。 

 歳出の内訳といたしましては、総務費１,８５３万５,９００円、事業費８億９,

４５５万２,８７９円、公債費６８５万８,６０２円であります。 

 議案第９５号、モーターボート競走特別会計歳入歳出決算については、歳入総額

は、２２億６３６万２,６５４円で、主なものといたしましては、競艇事業収入２２

億４８１万４,１５２円、繰越金９３万４,４２７円、財産収入４７万９,１４１円な

どとなっております。 

 一方、歳出については、競艇事業費で２２億５１１万８７３円の支出となってお

ります。 

 歳入歳出差し引き額は１２５万１,７８１円で、平成２１年度に繰り越しをいたし

ております。 

 続いて、公営企業会計の決算について申し上げます。 

 議案第９６号、公共下水道事業会計決算については、収益的収入及び支出で、下

水道事業収益１１億１,３６３万２,７０１円に対し、下水道事業費用１０億９,４３

０万８,１０９円で、差し引き額は１,９３２万４,５９２円でありますが、損益計算

は消費税抜きの計算をいたしますので、当該年度の純利益は３３１万８,１６８円と

なっております。 

 また、資本的収入及び支出では、収入額２０億６,８１８万１２０円に対し、支出

額２４億７５４万３,９０３円で、３億３,９３６万３,７８３円の収入不足を生じて

おります。 

 この不足額につきましては、過年度分損益勘定留保資金１,７２８万３,１４２円、

当年度分損益勘定留保資金３億７３８万６４１円、当年度分消費税及び地方消費税

資本的収支調整額１,４７０万円で補てんをいたしております。 

 なお、資本的支出額のうち九頭竜川流域下水道事業建設負担金３６１万３,０００

円を翌年度へ繰り越しております。 

 議案第９７号、水道事業会計決算については、収益的収入及び支出で、水道事業

収益８億７,２１７万１８５円に対し、水道事業費用８億６,６３６万４,９４１円で、

差し引き額は５８０万５,２４４円でありますが、損益計算は消費税抜きの計算をい

たしますので、当該年度の純損失は１２万６,１３６円となっております。 

 また、資本的収入及び支出では、収入額７億２,３９１万１,０００円に対し、支

出額９億４,５４８万１,０１８円で、２億２,１５７万１８円の収入不足を生じてお

ります。 

 この不足額につきましては、過年度分損益勘定留保資金２億１,５６９万７４８円、
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当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額５８７万９,２７０円で補てんを

いたしております。 

 議案第９８号、工業用水道事業会計決算については、収益的収入及び支出で、工

業用水道事業収益１,０７７万１,２７５円に対し、工業用水道事業費用９０８万６,

６６０円で、差し引き額は１６８万４,６１５円でありますが、この会計につきまし

ても、損益計算は消費税抜きの計算をいたしますので、当該年度の純利益は１６８

万４,４６８円となっております。 

 なお、資本的収入及び支出はありませんでした。 

 議案第９９号、芦原温泉上水道財産区水道事業会計については、収益的収入及び

支出で、水道事業収益１億７,４０７万９,６９７円に対し、水道事業費用１億６,

８４５万１,６４６円で、差し引き額は５６２万８,０５１円でありますが、この会

計につきましても、損益計算は消費税抜きの計算をいたしますので、当該年度の純

利益は４９６万６,１３２円となっております。 

 また、資本的収入及び支出では、収入額７２万９,７５０円に対し、支出額３,４

６３万２,４７７円で、３,３９０万２,７２７円の収入不足を生じております。 

 この不足額につきましては、過年度分損益勘定留保資金３４万１,７９９円、当年

度分損益勘定留保資金３,２８９万９,００９円、当年度分消費税及び地方消費税資

本的収支調整額６６万１,９１９円で補てんをいたしております。 

 最後に、議案第１００号、芦原温泉上水道財産区水道事業会計決算による剰余金

の処分について申し上げます。 

 本案は、平成２０年度決算により剰余金が生じましたので、地方公営企業法第３

２条第２項の規定により、その処分について議決を求めるものであります。 

 内容といたしましては、当年度未処分利益剰余金４,９０９万５,１４５円のうち、

２５万円を利益積立金として処分し、残額４,８８４万５,１４５円を翌年度繰越利

益剰余金とするものであります。 

 以上、１３議案につきまして、よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議を賜

りますようお願い申し上げます。 

○議長（丸谷浩二君） 上程議案に関し、代表監査委員からの決算審査の結果について

報告を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 代表監査委員、髙橋憲治君。 

○代表監査委員（髙橋憲治君） 議長のご指名をいただきましたので、監査委員を代表

いたしまして、決算審査の結果をご報告申し上げます。 

 平成２０年度の決算審査は、去る７月２３日から６日間にわたり、あわら市に係

る一般会計をはじめ特別会計、企業会計及び芦原温泉上水道財産区水道事業の１２

の会計の決算及び基金運用状況につきまして、関係書類及び主要な施策の成果報告

書などの資料の提出を求め、慎重に審査いたしました。 

 その結果、一般会計、特別会計及び企業会計等の決算は、それぞれ関係法規に準
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拠して作成され、諸帳票は証拠書類と符合し、計数も正確であると認められました。 

 審査の内容につきましては、意見書としてまとめ、お手元に配布してございます

ので、本日のご報告にあわせ、ご高覧いただければと存じます。 

 それでは、決算についてその審査の概要をご報告申し上げます。 

 まず、本市の財政状況を決算統計の主要財務比率から見てみますと、財政力指数

は０.６８、経常収支比率は８５.５％であり、前年度に比べ、財政力指数は０.０１

ポイント、経常収支比率は２.８ポイント改善の方向となっております。 

 また、公債費比率は１２.０％と０.６ポイント改善しており、一般会計及び各特

別会計での市債残高は１３６億１,７８１万２,０００円で、前年度に比べ３億７,

９８１万８,０００円減少しております。 

 さらに、企業会計を含めた全会計の市債の現在高は２８２億１,３８５万５,００

０円となりますが、これは前年度に比べ４億６,９２０万８,０００円の減少となり、

市民１人当たりに換算すると９０万８,０００円となります。 

 今後、小・中学校整備事業や新幹線関連事業をはじめとする大規模事業が予定さ

れている中、合併特例債の償還も開始され、さらには景気後退等により財源確保が

厳しい状況にも鑑み、財源の計画的かつ重点的配分と、行財政の効率化を一層徹底

するとともに、各種施策の緊急性・必要性及びその効果を十分見きわめる等して、

健全財政の維持に十分な配慮を望むものであります。 

 次に、一般会計について申し上げます。 

 歳入決算の総額は１３２億２,３１６万８,０００円、歳出決算の総額は１２８億

４,５８０万７,０００円であり、前年度に比べ、歳入、歳出ともに１２％の増加で

あります。 

 財政収支につきましては、形式収支は３億７,７３６万１,０００円の黒字となっ

ております。この形式収支から翌年度へ繰り越すべき財源、３,１８６万９,０００

円を差し引いた実質収支も、３億４,５４９万２,０００円の黒字となっております。

この実質収支から前年度の実質収支を差し引いた単年度収支も、２,９６０万４,０

００円の黒字となっております。 

 さらに今年度は、財政調整基金に３億２００万円を積み立てるとともに、５１万

７,０００円の繰り上げ償還もあり、これらを合わせた実質単年度収支は３億３,２

１２万１,０００円の黒字となっております。 

 以下、歳入歳出の内容について申し上げます。 

 まず、歳入決算額を性質別に区分いたしますと、自主財源は６４億６２８万３,

０００円で、構成比４８.４％、依存財源は６８億１,６８８万５,０００円で、構成

比５１.６％となっております。 

 なお、自主財源の主なものは、市税４８億６,１３２万６,０００円で、構成比３

６.８％、諸収入４億４,３１３万円で構成比３.４％、繰越金３億３,１７４万３,

０００円で構成比２.５％となっております。 

 一方の依存財源では、地方交付税は２９億４９８万３,０００円で構成比２２.
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０％、国庫支出金は１４億９,３７２万１,０００円で構成比１１.３％、市債は９億

７,６９０万円で構成比７.４％、県支出金は７億７,８８３万３,０００円で構成比

５.９％となっております。 

 前年度と比較して、市税は収納推進課の設置や福井県・あわら市共同徴収チーム

の設置等による収納体制の強化により、６,２４１万５,０００円増加しております。 

 地方交付税は合併特例債の元金償還が始まったことなどにより、３億１,５３９万

３,０００円増加し、国庫支出金も定額給付金事業補助金、経済対策としての地域活

性化交付金、小学校耐震改修事業交付金などにより８億５８５万３,０００円増加と

なっておりますが、今後も国の地方税財政の改革等を十分見定めながら、これら財

源の確保に一層の努力を望むものであります。 

 特に、市税においての収納率は８３.９％と、前年度に比べ０.５ポイント下回っ

ており、その一層の向上が望まれます。 

 また、収入未済額、いわゆる累積滞納額は、前年度に比べ６,９８１万４,０００

円減少し、８億９１４万４,０００円となっておりますが、これは当年度に１億２,

２２２万４,０００円を不納欠損したことによるものであり、この多額の不納欠損の

一因として、過去の滞納整理の取り組みが十分でなかったといった点が見受けられ

ます。 

 これらを踏まえ、財政確保や負担の公平等の見地から、今後の厳正かつ的確な滞

納整理への取り組みに向け、一層の努力を望むものであります。 

 また、税以外にも負担金、使用料、手数料などの収入未済もあることから、これ

らの収納対策についても、市民の負担の公平性の確保と健全な財政運営を図る観点

からも、厳正かつ的確な対応を行う等、なお一層の特段の取り組みが必要でありま

す。 

 一方、歳出決算額を性質別に区分いたしますと、その構成比は、消費的経費は６

５.６％、公債費その他が２２.４％、投資的経費が１２.０％となっています。 

 特に、消費的経費の中の人件費は、退職職員の補充を一部行わなかったことなど

により、１億５,１２０万４,０００円の減少となっております。 

 また補助費等では、定額給付金支給などにより、４億５,０１４万８,０００円の

大幅な増加となっております。 

 公債費は１５億３,１０６万９,０００円で、高金利の残債の借りかえ及び合併特

例債の元金償還が始まったことに伴い、前年度に比べ１億３,５３５万１,０００円

の増加となっております。 

 また、積立金は３億２,８４７万２,０００円で、通常の利子分等の積み立てに加

えて３億円を積み立てたことにより、３億１,２８２万３,０００円の大幅な増加と

なっております。 

 投資的経費は、芦原温泉駅西口駐車場整備事業１億８,４９９万９,０００円のほ

か、小学校耐震改修事業、湯のまち駅前多目的用地取得事業など大型事業を実施し

た結果、１５億４,４７５万８,０００円となり、前年度に比べ４億８,８６０万８,
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０００円、４６.３％の大幅な増加となっております。 

 次に、歳出決算額の主な目的別構成は、民生費２５.８％、土木費１４.４％、総

務費１２.３％、公債費１１.９％、教育費１０.５％となっております。 

 民生費は、後期高齢者医療広域連合への負担金等の発生や生活保護費、子育て応

援手当てなどの増加に伴い、前年度に比べ１億３,９２４万８,０００円、４.４％の

増加、土木費では、芦原温泉駅西口駐車場の取得などから１億２,４７１万９,００

０円、７.２％の増加、総務費では、定額給付金事業などから３億７,０８４万２,

０００円、３０.７％の増加、公債費では、高金利の残債の借り換えを行ったこと及

び合併特例債の元金償還が始まったことから、１億３,５３５万１,０００円、９.

７％の増加、教育費では、各小学校体育館の耐震補強工事等から１億９,２９９万７,

０００円、１６.６％の増加、商工費では、モーショントラストへの企業立地助成金

やセントピア芦原への運営補助の増加に伴い、１億５,２９５万４,０００円、４２.

６％の増加となっております。 

 一方、農林水産業費では、農地集積実践事業の減少などから、４,６４７万５,０

００円、７.３％の減少となっております。 

 以上、歳入歳出決算を詳細に審査いたしました結果、人件費の抑制や事務事業の

改善、見直しによる補助費の抑制等、経費の縮小に向けての取り組みも一部見受け

られるところではありますが、今後の公債費の増加に対処できる財政基盤を確立す

るため、なお一層の経費節減を期待するものであります。 

 次に、特別会計について申し上げます。 

 各会計とも、予算執行には十分努力の跡が見受けられるところでありますが、そ

れぞれ多くの懸案事項を抱えておりますので、所管におかれてはなお一層の努力を

望むものであります。 

 まず、国民健康保険特別会計につきましては、歳入決算額２９億４２２万２,００

０円、歳出決算額は２８億４,５３７万４,０００円で、歳入歳出の差し引き額は５,

８８４万８,０００円の黒字となっております。 

 歳入の主なものは、国民健康保険税７億１,２１８万９,０００円、前期高齢者交

付金６億５,６９９万円、国庫支出金６億４,９８４万１,０００円、共同事業交付金

３億３,２７８万２,０００円、療養給付費交付金２億９,３５４万３,０００円とな

っております。 

 また、国民健康保険税の収納率は７２.８％と前年度と比較して４.１ポイント低

くなっております。一方、収入未済額は２億５５８万７,０００円で、前年度に比べ

５,２２０万８,０００円の減少となっておりますが、これは当年度５,９８９万６,

０００円を不納欠損したことによるものであります。この不納欠損につきましても、

過去の滞納整理が十分でなかった点がその一因に挙げられます。 

 市税のところでも申し上げましたが、現下の厳しい状況の中、厳正かつ的確な対

応を行う等して、収納率の向上に特段の取り組みを強く望むものであります。 

 一方、歳出の主なものは、保険給付費２０億１９７万３,０００円、後期高齢者交
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付金３億２６１万２,０００円、共同事業拠出金２億９,７２５万２,０００円、介護

納付金１億２,８５０万円となっております。 

 なお、保健事業の実施については、一日ドッグ・脳ドッグや各種の健康教室など、

住民の健康づくりに配慮されているところでありますが、今後ともこれらの事業を

継続推進して、医療費の抑制に努められるよう望むものであります。 

 次に、老人保健特別会計について申し上げます。 

 本会計の歳入決算額は３億７,７９７万１,０００円、歳出決算額は３億７,９６５

万２,０００円で、歳入歳出差し引き額は１６８万１,０００円の赤字決算となった

ため、平成２１年度会計からの繰り上げ充用を行っております。 

 前年度と比較して、歳入決算額は３２億５,８３６万７,０００円、歳出決算額は

３２億８,７１０万１,０００円、それぞれ大幅な減少となっております。これは、

後期高齢者医療制度の創設により、平成２０年度は、平成２０年３月分の１カ月分

のみの療養費の精算に係る予算となったためであります。 

 次に、後期高齢者医療特別会計について申し上げます。 

 本会計は新制度創設により平成２０年度から新たに設けられた特別会計で、歳入

決算額は２億７,８２２万５,０００円、歳出決算額は２億７,６９４万２,０００円

で、この歳入歳出差し引き額は１２８万３,０００円の黒字となっております。 

 歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料２億９９７万１,０００円で、構成比７

５.５％となっております。一方、歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合への

納付金２億７,３５６万３,０００円で、構成比９８.８％となっております。 

 次に、雲雀ヶ丘寮特別会計について申し上げます。 

 本会計の歳入決算額は５億５,８１２万４,０００円であり、前年度に比べ６億３,

０９６万８,０００円、５３.１％の減少となっております。 

 一方、歳出決算額は４億８,９２０万２,０００円であり、前年度に比べ６億１,

６５９万８,０００円、５５.８％の減少で、この歳入歳出差し引き額は６,８９２万

２,０００円の黒字となっております。 

 歳入及び歳出決算額の大幅な減少は、前の年度に、全室個室対応のユニットケア

の４０床の増床等の新築工事及び養護老人ホームの耐震補強改修工事として合わせ

て６億５６４万円支出された分が当年度は全部減少したことによるものであります。 

 なお、当会計の運営については、平成２１年４月から指定管理者制度による管理

先が社会福祉協議会に決定いたしましたが、増床したユニットケアの空き室の解消

など課題が山積していることから、その運営に当たっては万全な対策を望むもので

あります。 

 次に、農業集落排水事業特別会計について申し上げます。 

 本会計の歳入決算額は６,９５５万７,０００円で１０.４％の減少、歳出決算額は

６,５７４万１,０００円で１４.７％の減少、歳入歳出差し引き額は３８１万６,０

００円の黒字となっております。 

 これら歳入歳出の減少は、平成２１年度から地方公営企業法の規定を適用するこ
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とに伴い、平成２１年３月３１日で打ち切り決算としていることによるものです。 

 地方債現在高は５億２,２７１万４,０００円であり、今後の施設の老朽化等も見

据え、長期的な財政の健全化に十分配慮すべきと思うものであります。 

 次に、産業団地整備事業特別会計について申し上げます。 

 本会計は古屋石塚地係の産業団地、約５ヘクタールを整備するために、平成２０

年度から新たに設けられた特別会計で、歳入決算額は６億５,２６５万５,０００円、

歳出決算額は９億１,９９４万７,０００円で、この歳入歳出の差し引き額は２億６,

７２９万２,０００円の赤字となっております。 

 これは、土地の売れ残りに係るものであり、平成２１年度予算で繰り上げ充用の

措置をとっておりますが、その解消に向け一層の努力を望むものであります。 

 次に、モーターボート競走特別会計について申し上げます。 

 本会計の歳入決算額は２２億６３６万３,０００円、歳出決算額は２２億５１１万

１,０００円で、歳入歳出差し引き額は１２５万２,０００円の黒字となっておりま

す。 

 本市の１日当たりの売上金は８,６５７万３,０００円で、前年度に比べ５.３％の

増加、１日当たりの入場者数は１,９９２人で、１３.１％の減少となっております。 

 売上金額の増加は、平成２０年度から場間場外発売を始めたことが挙げられます

が、場間場外での売り上げを除くと１１.０％の減少となっております。 

 今後においても、競艇事業のイメージアップやイベントの開催など、新規ファン

の獲得と既存ファンの定着を図るほか、今まで以上に経営健全化対策を強力に推進

するとともに、長期的視点における競艇事業のあり方等について、十分なる検討を

望むものであります。 

 次に、企業会計について申し上げます。 

 まず、公共下水道事業会計について申し上げます。 

 当年度の経営成績を示す別表１の損益計算書で見ますと、総収益１０億８,１５６

万１,０００円に対し、総費用は１０億７,８２４万３,０００円であり、差し引き３

３１万８,０００円の純利益となっております。総収益のうち営業収益は５億６,１

２０万８,０００円であり、営業外収益は５億２,０３５万３,０００円で、その中に

は一般会計からの補助金及び負担金５億１,５７９万６,０００円が含まれておりま

す。 

 一方、営業費用は６億８,９６８万９,０００円で、その主なものは流域下水道費

２億７,１５９万９,０００円、減価償却費３億２,２１７万３,０００円であり、ま

た、営業外費用は３億７,５０７万１,０００円で、すべて支払い利息となっており

ます。 

 本年度の事業としては、補助事業で５億２,０００万円、単独事業で９,７８２万

２,０００円の事業を実施しており、整備面積は９６４ヘクタールとなり、その進捗

率は７１.３％となっております。 

 なお、収入未済額については下水道使用料１億６,９０１万６,０００円並びに受
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益者負担金１,３１５万２,０００円と多額になっており、収入確保と受益者の負担

の公平の観点から、その収納対策に一層の努力を図るとともに、供用区域内の接続

督励など強力に推進されるよう望むものであります。 

 次に、水道事業会計につきましては、本年度の有収水量は３６５万８,１９８㎥で、

前年度に比べ２.５％の減少で、有収率は８６.５％となっております。 

 当年度の経営成績を示します別表３の損益計算書で見ますと、総収益８億４,００

９万４,０００円に対し、総費用は８億４,０２２万円で、差し引き１２万６,０００

円の純損失となっております。 

 総収益の内訳は、営業収益は５億５,２８９万９,０００円、営業外収益は２億８,

７１９万５,０００円で、その中には一般会計からの補助金２億６００万円が含まれ

ております。 

 一方、原水及び浄水費は４億６,５７６万３,０００円、減価償却費は１億９,２７

３万８,０００円、営業外費用である支払い利息は９,９６１万２,０００円となって

おります。 

 なお、水道使用料３,１３９万８,０００円の収入未済額についても、収入確保及

び受益者負担の原則から、その収納対策に一層の努力を望むものであります。 

 また、費用全体の中で、減価償却費、企業債利息及び県水受水費などの固定的費

用が大部分を占めており、一般会計から多額の補助金受け入れをしていても経営的

に相当厳しい内容であることから、今後とも有収率の向上、受入県水の合理化や料

金の見直しなど長期的展望に立った事業運営や経営健全化に一層の努力を強く望む

ものであります。 

 次に、工業用水道事業会計につきましては、年間給水量は３３万１,６６７㎥で、

前年度に比べ１８.８％の減少となっております。 

 経営成績を示す別表５の損益計算書で見てみますと、総収益１,０２６万円に対し、

総費用８５７万６,０００円で、当年度は１６８万４,０００円の純利益となってお

り、経営的には健全性が認められますが、総収益が固定化していることから、今後

の総費用に係る施設修繕等を視野に入れ、なお一層の経営向上に努めていただきた

いと思うところであります。 

 次に、芦原温泉上水道財産区水道事業会計について申し上げます。 

 本年度の有収水量は１４５万５,５０１㎥で、前年度に比べ３.８％の減少、有収

率は９６.６％となっております。 

 経営成績を示す別表１の損益計算書で見てみますと、総収益１億６,５８３万円に

対し、総費用は１億６,０８６万４,０００円となり、当年度は４９６万６,０００円

の純利益となっております。 

 これは、給水量の減少による事業収支の悪化に対処するため、当年度、水道料金

を平均１５.８％値上げしたことによるものであります。 

 温泉観光を取り巻く環境は厳しい状況が続くと思われ、今後とも、引き続き経営

の合理化、効率化による経費の節減に努められますよう強く望むものであります。 
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 以上、会計ごとに審査の概要を申し上げましたが、今回の決算審査に当たり、指

摘・要望いたしました事項につきましては、関係者の一層のご努力をお願い申し上

げ、極めて概略的な内容となりましたが、決算審査のご報告といたします。 

○議長（丸谷浩二君） 上程議案に対する総括質疑を許します。 

○議長（丸谷浩二君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 質疑なしと認めます。 

○議長（丸谷浩二君） お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第８８号から議案第１００号までの１３議案に

つきましては、８人の委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託の

上、閉会中に審査することにしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第８８号から議案第１００号までの１３議案については、８人の委

員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して、閉会中に審査するこ

とに決定いたしました。 

○議長（丸谷浩二君） お諮りします。 

 ただいま設置されました決算審査特別委員会委員の選任については、委員会条例

第８条第１項の規定により、議長おいて、１番、吉田太一君、２番、森 之嗣君、

３番、杉本隆洋君、４番、山田重喜君、５番、三上 薫君、７番、笹原幸信君、９

番、北島 登君、１４番、卯目ひろみ君、以上８名を指名したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名しました８名を決算審査特別委員会委員に選任することに

決しました。 

○議長（丸谷浩二君） 暫時休憩いたします。 

（午前 10時 41 分） 

                                       

○議長（丸谷浩二君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前 10時 42 分） 

 諸般の報告を事務局長から申し上げます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 事務局長。 

○事務局長（柴田 昇君） 休憩中の決算審査特別委員会におきまして、正副委員長の

互選が行われました。 

 その結果をご報告いたします。 

 決算審査特別委員会委員長に１４番、卯目ひろみ議員、同副委員長に７番、笹原
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幸信議員。 

 以上のとおりであります。 

                                       

   ◎議案第１０１号の上程、提案理由説明、質疑 

○議長（丸谷浩二君） 日程第１７、議案第１０１号、平成２０年度あわら市健全化判

断比率及び各公営企業に係る資金不足比率の報告についてを議題といたします。 

○議長（丸谷浩二君） 本案について提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第１０１号「平成２０年度あわら

市健全化判断比率及び各公営企業に係る資金不足比率の報告について」、ご報告を

申し上げます。 

 本案につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及

び第２２条第１項の規定により、平成２０年度あわら市の実質赤字比率、連結実質

赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率の、いわゆる「健全化判断比率」と各

公営企業に係る資金不足比率について、監査委員の意見を付して議会に報告するも

のであります。 

 内容といたしましては、健全化判断比率等報告書に記載のとおりでありますが、

実質赤字比率及び連結実質赤字比率ともに、赤字になっていないため指標は出てお

りません。また、実質公債費比率は対前年比０.３ポイント減の１５.５％、将来負

担比率は対前年比２０.２ポイント減の１４６.７％となっており、それぞれに設定

された早期健全化基準の基準内の数値となっております。 

 次に、各公営企業５会計に係る資金不足比率について申し上げます。 

 資金不足比率については、平成２０年度に設置された産業団地整備事業特別会計

が５.２％となっているほかは、資金不足となっていないため指標は出ておりません。 

 なお、産業団地整備事業特別会計の資金不足比率についても、経営健全化基準の

基準内の数値となっております。 

 以上、ご報告いたします。 

 なお、これらの指標については、議会への報告の後、公表することになっており

ます。 

○議長（丸谷浩二君） 本案に関し、代表監査委員からの審査の結果について報告を求

めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 代表監査委員、髙橋憲治君。 

○代表監査委員（髙橋憲治君） 議長のご指名をいただきましたので、監査委員を代表

いたしまして、平成２０年度あわら市の健全化判断比率及び公営企業会計資金不足

比率の審査の結果をご報告申し上げます。 

 ご承知のとおり、平成１９年６月２２日に公布された「地方公共団体の財政の健
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全化に関する法律」において、地方公共団体の財政状況を客観的にあらわし、財政

の早期健全化や再生の必要性を判断するためのものとして、①「実質赤字比率」、②

「連結実質赤字比率」、③「実質公債費比率」、④「将来負担比率」の四つの健全化

判断比率と、さらに公営企業会計における「資金不足比率」が定められました。 

 これらの指標のいずれかが一定基準以上となった場合には、財政健全化計画等を

策定し、財政の健全化を図らなければならないとされております。 

 また、指標の公表は平成１９年度決算から行い、財政健全化計画等の策定義務は

平成２０年度決算から適用するとされております。 

 当該審査は、去る７月２８日から８月１０日までにおいて、あわら市に係る健全

化判断比率、公営企業会計資金不足比率及びその比率の算定の基礎となる事項を記

した書類の提出を求め、慎重に審査をいたしました。 

 その結果、健全化判断比率、公営企業会計資金不足比率及びその算定の基礎とな

る事項を記載した書類は、それぞれ関係法規に準拠して作成され、適正に作成され

ているものと認められました。 

 審査の内容につきましては、意見書としてまとめ、お手元に配布してございます

ので、ただいまからのご報告にあわせ、ご高覧いただきたいと存じます。 

 それでは、審査の概要をご報告申し上げます。 

 最初に、健全化判断比率について申し上げます。 

 まず、実質赤字比率及び連結実質赤字比率につきましては、いずれも赤字はなく、

早期健全化基準よりよい状況となっております。 

 次に、実質公債費比率につきましては、１５.５％と、前年度に比べ、０.３ポイ

ントの低下となっており、早期健全化基準２５.０％よりよい状況にあります。 

 次に、将来負担比率につきましても、１４６.７％と、前年度に比べ２０.３ポイ

ントの低下となっており、早期健全化基準３５０.０％よりよい状況になっておりま

す。 

 今後とも、適宜、繰り上げ償還や高金利債の借り換え等を行い、これらの比率を

下げる努力を望むものであります。 

 次に、公営企業会計資金不足比率について申し上げます。 

 公共下水道事業、水道事業、工業用水道事業、農業集落排水事業、及び産業団地

整備事業特別会計の５会計のうち、産業団地整備事業特別会計についてのみ、未売

却の土地があるため資金不足比率５.２％となっておりますが、経営健全化基準２

０％をかなり下回っており、問題はない状況にあります。それ以外の企業会計は資

金不足はなく、経営健全化基準に比べてよい状況となっております。 

 以上、審査の概要を申し上げましたが、今後、まちづくりに要する各種施策の推

進など、その増加が想定されることから、今後とも、徹底した行財政改革に取り組

み、更なる事務事業の簡素で効率的な執行を行うとともに、財政体質の健全化を図

るよう、関係者の一層のご努力をお願い申し上げ、健全化判断比率及び公営企業資

金不足比率の審査のご報告といたします。 
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○議長（丸谷浩二君） 本案に対する質疑を許します。 

○議長（丸谷浩二君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、議案第１０１号は終結いたします。 

○議長（丸谷浩二君） 髙橋代表監査委員の退席を許可します。ご苦労さまでした。 

○議長（丸谷浩二君） 暫時休憩いたします。再開は１１時ちょうどといたします。 

（午前 10時 51 分） 

                                       

○議長（丸谷浩二君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前 11時 01 分） 

                                       

   ◎議案第１０２号から議案第１０５号の一括上程 

                   ・提案理由説明・総括質疑・委員会付託 

○議長（丸谷浩二君） 日程第１８、議案第１０２号、平成２１年度あわら市一般会計

補正予算（第４号）、日程第１９、議案第１０３号、平成２１年度あわら市国民健

康保険特別会計補正予算（第１号）、日程第２０、議案第１０４号、平成２１年度

あわら市工業用水道事業会計補正予算（第１号）、日程第２１、議案第１０５号、

平成２１年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計補正予算（第１号） 

 以上、議案４件を一括議題とします。 

○議長（丸谷浩二君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第１０２号「平成２１年度あわら

市一般会計補正予算（第４号）」から議案第１０５号「平成２１年度芦原温泉上水

道財産区水道事業会計補正予算（第１号）」までの４議案について、概要の説明を

申し上げます。 

 まず、議案第１０２号「平成２１年度あわら市一般会計補正予算（第４号）」であ

りますが、本案は、歳入歳出それぞれ１６億３８１万６,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を１４８億７,２９６万４,０００円と定めるものであります。 

 今回の補正は、金津、芦原両中学校の耐震補強･改修事業のほか、さきの第４１回

臨時会での提案に引き続き、緊急経済対策の一環としての「地域活性化・経済危機

対策臨時交付金」及び「地域活性化・公共投資臨時交付金」の対象となる事業の追

加分並びに緊急雇用創出事業の追加分が主なものであります。 

 まず、歳出の主なものをご説明いたします。 

 総務費では、情報化推進費でファイヤーウォールなどのネットワーク機器及び庁

内情報系サーバの入れ換えに係る経費６,９９１万７,０００円を計上いたしており

ます。 
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 民生費では、老人福祉施設費で金津雲雀ヶ丘寮ホール等改修設計監理業務委託料

４８９万３,０００円を減額する一方、金津雲雀ヶ丘寮特別会計の廃止に伴う繰越金

等６,９７５万２,０００円を基金に積み立てております。また、児童措置費で子育

て応援特別手当支給事業に係る経費２,７０７万円を計上しているほか、保育所費で

私立保育所の耐震補強整備事業補助金４４１万円、市内保育所等にＡＥＤを設置す

るための経費３８９万３,０００円を、生活保護扶助費で生活保護費国庫・県費負担

金返還金２,１５４万４,０００円を計上いたしております。 

 労働費では、緊急雇用創出事業の追加分でありますが、市が臨時職員８人を直接

雇用して各課の所管業務に従事させるための経費として、臨時職員賃金など５３３

万８,０００円を計上しているほか、市民生活課所管に係る鉄道法面環境向上業務委

託料１,２７０万５,０００円を計上いたしております。 

 農林水産業費では、農業振興費で意欲ある園芸集団支援事業補助金１,１０６万円

を減額する一方、農地費で国営造成施設管理体制整備促進事業に係る経費９３５万

６,０００円、農地等高度利用促進事業補助金３,０２０万円を計上いたしておりま

す。 

 商工費では、観光費で観光宣伝委託料２００万円を追加計上するほか、観光施設

費であわら湯のまち駅舎改装事業に係る経費１,１００万円を計上いたしておりま

す。 

 教育費では、小学校費及び中学校費の教育振興費のほか幼稚園費及び公民館費で、

各小中学校、幼稚園、公民館におけるデジタルテレビ整備事業に係る経費８,６２９

万７,０００円を、中学校費の学校整備費で金津、芦原両中学校の耐震補強・改修事

業に係る経費１２億４,００３万２,０００円を計上いたしております。 

 一方、歳入につきましては、各種事業に伴う国庫支出金４億６,４２０万円及び県

支出金５,５２６万２,０００円、前年度繰越金１億５,４３８万５,０００円のほか、

市債９億２,５９０万円をそれぞれ追加計上いたしております。 

 最後に、地方債の補正でありますが、中学校耐震改修事業について限度額の変更

を行っております。 

 議案第１０３号「平成２１年度あわら市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）」

につきましては、２,８８３万２,０００円の追加補正を行い、歳入歳出予算の総額

をそれぞれ２９億３,３３３万２,０００円と定めるものであります。 

 補正の内容といたしましては、後期高齢者支援金等で５４万円、前年度において

概算で交付されました療養給付費等の精算返還金２,８１９万２,０００円、高額療

養費特別支給金１０万円を計上いたしたものであります。 

 この財源といたしましては、療養給付費等負担金繰越金ほかを充てております。 

 次に、議案第１０４号「平成２１年度あわら市工業用水道事業会計補正予算（第

１号）」につきましては、収益的支出の営業費用において、矢地送水管に係る配水施

設設備修繕費用２６万５,０００円を追加計上したもので、補正後の収益的支出予定

額を１,０６０万７,０００円とするものであります。 
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 最後に、議案第１０５号「平成２１年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計補正

予算（第１号）」につきましては、今回、ペットボトル水「財産区物語」を販売する

ことに伴い、収益的収入で販売収益５０万円を、収益的支出では販売等に係る経費

について、費用の組み替えを含む３１万１,０００円をそれぞれ計上いたしておりま

す。 

 なお、資本的収入においては、決算に伴い補てん財源の額等の変更を行っており

ます。 

 以上、４議案につきまして、よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議を賜り

ますようお願い申し上げます。 

○議長（丸谷浩二君） 上程議案に対する総括質疑を許します。 

○議長（丸谷浩二君） 質疑はありませんか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ８番、山川知一郎君。 

○８番（山川知一郎君） 一般会計の補正予算で、先日の全協での説明の際に福祉課関

係でホームレスの緊急一時宿泊事業５万円、それから、健康長寿課関係の地域自殺

対策緊急強化事業８万９,０００円というのがありましたが、この補正予算書では

同じ金額がちょっとどこに出てくるのかよくわからないんですが。自殺対策の方は

わかりましたが。この両事業のですね、内容についてお伺いをしたい。 

 特に自殺対策につきましては、全国ではここ数年、毎年３万人以上、自殺をして

いると。昨年はたしか３万７,０００人ぐらいで、１日平均１００人を超えていると

いうような状況ですが、福井県なり、あわら市での自殺者の状況もあわせてですね、

具体的にこの事業はどういうことをするのかについて伺いたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市民福祉部長、山岸利紀君。 

○市民福祉部長（山岸利紀君） ただいま質疑のありましたホームレス緊急一時宿泊事

業について申し上げます。 

 本事業は、解雇や派遣労働者の雇い止め等により、やむなく離職者となった者で、

就労能力及び就労意欲がある者の、預金等の不足などの理由により住宅を喪失する

おそれがある者などに対しまして、生活保護に陥らせないために国が行うセーフテ

ィーネット支援対策事業の一つとして実施するものでございます。 

 内容としましては、離職者にとって就業活動の基盤となる居住場所の確保の観点

から、アパート等の契約に至るまでの短期間の生活場所を提供するため、緊急一時

宿泊事業として実施するものでございます。これは生活場所の確保の不安を取り除

くことにより、就業活動の支援となることを目的といたしているところでございま

す。よろしくお願いいたします。 

 続きまして、もう一点の地域自殺対策緊急強化事業について申し上げます。 

 この事業は、追い込まれた人に対するセーフティーネットとして、地域における

対策の強化を図ることを目的といたしております。 
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 内容としては、国の地域自殺対策緊急強化交付金をもとに県が基金を設置し、市

等が実施する自殺対策に対し補助をするもので、平成２１年度より３年間の事業と

なります。今年度は普及啓発事業として市民の希望者を対象に、心の健康に関する

教室を開催するほか、市民と接する機会の多い市職員に対し、相談者として的確な

対応がとれるよう、スキルを身につけるための講演会を開催します。また、強化モ

デル事業の取り組みとして、自殺を思いとどまった人を一時的に市内の施設で保護

し、見守りなど、支援を行う内容でございます。よろしくお願いいたします。 

 また、自殺者等の数でございますが、福井県内での自殺数は平成１９年が１７６

人、あわら市におきましては４人というような数字でございます。 

 よろしくお願い申し上げます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ８番、山川知一郎君。 

○８番（山川知一郎君） ホームレス緊急一時宿泊事業ですが、離職者に対して契約ま

での間ということでしたが、具体的にこれはどこに宿泊させるとか、そういう宿泊

場所とかというのは確保されているんでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市民福祉部長、山岸利紀君。 

○市民福祉部長（山岸利紀君） ホームレス等の緊急一時宿泊の場所でございますが、

現在、あわら市内の宿泊施設ということで県等のあっせん等により、市等が今後契

約をしまして進めるわけでございます。まだ契約等を行ってはおりませんので、ど

この宿泊所というのはまだ確定はいたしておりませんが、市内の宿泊施設におきま

して予定をしているということでご理解をいただきたいと思います。 

○議長（丸谷浩二君） ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 質疑なしと認めます。 

○議長（丸谷浩二君） ただいま議題となっています議案第１０２号から議案第１０５

号までの４議案は、お手元に配布してあります議案付託表のとおり、それぞれ所管

の常任委員会に付託します。 

                                       

   ◎議案第１０６号から議案第１０８号の一括上程 

                   ・提案理由説明・総括質疑・委員会付託 

○議長（丸谷浩二君） 日程第２２、議案第１０６号、あわら市国民健康保険条例の一

部を改正する条例の制定について、日程第２３、議案第１０７号、あわら市営駐車

場条例の一部を改正する条例の制定について、日程第２４、議案第１０８号、市長

等の給料の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

 以上、議案３件を一括議題とします。 

○議長（丸谷浩二君） 上程議案に対する提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 
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○議長（丸谷浩二君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第１０６号「あわら市国民健康保

険条例の一部を改正する条例の制定について」から議案第１０８号「市長等の給料

の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について」までの３議案の提案理

由の説明を申し上げます。 

 議案第１０６号「あわら市国民健康保険条例の一部を改正する条例」につきまし

ては、「健康保険法施行令」が一部改正されたことに伴い、本年１０月１日から平成

２３年３月３１日までの間に出産したときに支給する出産育児一時金の金額につい

て、従来の３５万円に４万円を加算した額とするものであります。 

 なお、本年１月１日から、産科医療保障制度に加入している医療機関等で分娩し

た場合には３万円を加算することとなっておりますので、今回の改正で、原則４２

万円が支給されることとなります。 

 次に、議案第１０７号「あわら市営駐車場条例の一部を改正する条例の制定につ

いて」でございますが、ＪＲ芦原温泉駅前に、新たに市営西口駐車場を設置するこ

とに伴い所要の改正を行うものであります。 

 最後に、議案第１０８号「市長等の給料の特例に関する条例の一部を改正する条

例の制定について」申し上げます。 

 このたび、市営住宅使用料等に係る職員の不祥事が発覚し、懲戒免職の処分を行

ったところでありますが、管理監督責任を負うため、私と副市長の現行の給料月額

を、１０月分の一月分について１０％減額するものであります。 

 以上、３議案につきまして、よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議を賜り

ますようお願い申し上げます。 

○議長（丸谷浩二君） 上程議案に対する総括質疑を許します。 

○議長（丸谷浩二君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 質疑なしと認めます。 

○議長（丸谷浩二君） ただいま議題となっています議案第１０６号から議案第１０８

号までの３議案は、お手元に配布してあります議案付託表のとおり、それぞれ所管

の常任委員会に付託します。 

                                       

   ◎議案第１０９号の上程・提案理由説明・質疑・委員会付託 

○議長（丸谷浩二君） 日程第２５、議案第１０９号、市有財産の無償譲渡についてを

議題とします。 

○議長（丸谷浩二君） 本案について提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） ただいま上程されました議案第１０９号「市有財産の無償譲渡

について」、提案理由の説明を申し上げます。 
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 本案につきましては、旧あわら市勤労福祉会館の建物を「株式会社グリーンパワ

ーあわら」に無償で譲渡するため提出するものであります。 

 なお、本施設については、施設の有効活用を図るために譲渡するものであります。 

 ちなみに、本年７月１日から土地も含め賃貸借の契約を同社と交わしており、１

０月１日からは土地のみの賃貸借契約に切りかえる予定であります。 

 よろしくご審議をいただき、妥当なるご決議を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（丸谷浩二君） 本案に対する質疑を許します。 

○議長（丸谷浩二君） 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 質疑なしと認めます。 

○議長（丸谷浩二君） ただいま議題となっています議案第１０９号は、お手元に配布

してあります議案付託表のとおり、総務文教常任委員会に付託します。 

                                       

   ◎発議第３号、発議第４号の一括上程 

                   ・趣旨説明・総括質疑・採決 

○議長（丸谷浩二君） 日程第２６、特別委員会の設置を議題とします。 

発議第３号、環境対策調査特別委員会の設置について、発議第４号、中心市街地

  活性化調査特別委員会の設置について 

 以上の発議２件を一括議題とします。 

○議長（丸谷浩二君） 上程議案について提出者より趣旨説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） １７番、東川継央君。 

○17 番（東川継央君） 議長のご指名がありましたので、発議第３号「環境対策調査特

別委員会の設置について」、発議第４号「中心市街地活性化調査特別委員会の設置

について」、趣旨説明を申し上げます。 

 まず初めに発議第３号でありますが、ご承知のとおり、本市は、山、海、湖、河

川、丘陵地、そして水田など多様で豊かな自然環境に恵まれ、これらが融合するこ

とによって、豊かな生活を享受し、恩恵を受けております。 

 しかし、近年の開発や生活様式の変化等により、こうした自然環境への影響が大

きく懸念されております。 

 北潟湖の富栄養化による水質の汚濁、土採取による山肌の露出、また、跡地への

廃棄物の不法投棄など、環境に対する懸念が寄せられています。 

 このようなことから、議会といたしましても、環境に係る諸問題を、あらゆる角

度から調査・研究を行うため、８人の委員をもって構成し、閉会中も継続して調査

研究する環境対策調査特別委員会の設置を提案するものであります。 

 次に、発議第４号でありますが、本市は、合併により、ＪＲ芦原温泉駅とあわら

温泉街を核とした二つの市街地を有するようになりました。 

 しかし、現在のＪＲ芦原温泉駅周辺の商店街は空き店舗が目立ち、中心市街地の
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空洞化と活力の低下が生じております。 

 また、あわら温泉街は、昨年、宿泊者数が９０万人を割るなど、温泉街としての

賑わいも少なくなっております。 

 このようなことから、議会といたしましても、北陸新幹線整備に伴う芦原温泉駅

周辺整備と、湯のまち多目的広場を活用した温泉街整備など、あらゆる角度からこ

れらの調査・研究を行うため、９人の委員をもって構成し、閉会中も継続して調査・

研究する中心市街地活性化調査特別委員会の設置を提案するものであります。 

 いずれも、所定の賛成者を得て提案させていただきましたので、議員各位のご賛

同をお願いいたします。 

 なお、両特別委員会設置案については、お手元に配布のとおりでありますので、

よろしくお願いします。 

○議長（丸谷浩二君） 上程議案に対する総括質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 質疑なしと認めます。 

○議長（丸谷浩二君） ただいま議題となっています発議第３号、発議第４号の２議案

につきましては、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略し、直

ちに採決したいと存じますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 異議なしと認めます。 

                                        

○議長（丸谷浩二君） これより、討論、採決に入ります。 

 発議第３号について討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 討論なしと認めます。 

○議長（丸谷浩二君） これより、発議第３号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（丸谷浩二君） 起立全員です。 

 したがって、発議第３号、環境対策調査特別委員会の設置については、原案のと

おり可決されました。 

                                        

○議長（丸谷浩二君） 発議第４号について討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 討論なしと認めます。 

○議長（丸谷浩二君） これより、発議第４号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 
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○議長（丸谷浩二君） 起立全員です。 

 したがって、発議第４号、中心市街地活性化調査特別委員会の設置については、

原案のとおり可決されました。 

                                       

   ◎特別委員会委員の選任 

○議長（丸谷浩二君） 日程第２７、特別委員会委員の選任を議題とします。 

 ただいま設置されました環境対策調査特別委員会、中心市街地活性化調査特別委

員会、以上二つの特別委員会は、その調査終了まで、閉会中も引き続いて調査活動

ができることとし、それぞれの特別委員会の委員は、委員会条例第８条第１項の規

定により、議長において指名したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ご異議なしと認めます。 

 したがって、各委員会の選任は議長において指名することに決しました。 

○議長（丸谷浩二君） 環境対策調査特別委員会委員に、３番、杉本隆洋君、４番、山

田重喜君、５番、三上 薫君、８番、山川知一郎君、１０番、向山信博君、１３番、

牧田孝男君、１５番、宮崎 修君、１７番、東川継央君、以上８名を指名いたしま

す。 

○議長（丸谷浩二君） 中心市街地活性化調査特別委員会委員に、１番、吉田太一君、

２番、森 之嗣君、６番、八木秀雄君、７番、笹原幸信君、９番、北島 登君、１

１番、坪田正武君、１４番、卯目ひろみ君、１６番、山川 豊君、１８番、杉田 

剛君、以上９名を指名いたします。 

○議長（丸谷浩二君） ただいま、特別委員会委員を指名いたしましたが、これにご異

議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 異議なしと認めます。 

 したがって、ただいま指名しましたとおり、それぞれの特別委員会委員に選任す

ることに決定しました。 

○議長（丸谷浩二君） 暫時休憩いたします。 

（午前 10時 28 分） 

                                      

○議長（丸谷浩二君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前 10時 28 分） 

 諸般の報告を事務局長から申し上げます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 事務局長。 

○事務局長（柴田 昇君） 休憩中の各特別委員会において、正副委員長の互選が行わ

れました。 

 その結果をご報告いたします。 



 32 

 環境対策調査特別委員会委員長に１０番、向山信博議員、副委員長に３番、杉本

隆洋議員。 

 中心市街地活性化調査特別委員会委員長に１１番、坪田正武議員、副委員長に２

番、森 之嗣議員。 

 以上のとおりであります。 

                                      

   ◎散会の宣言 

○議長（丸谷浩二君） 以上で本日の日程はすべて終了いたしました。 

 なお、９月７日は、午前９時３０分から会議を開きます。 

 本日は、これにて散会します。 

（午前 10時 29 分） 

                                       

  地方自治法第１２３条の規定により署名する 
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第４２回あわら市議会定例会議事日程 

 

                          第 ２ 日 

                          平成２１年９月７日（月） 

                          午前９時３０分開議 

 

１．開議の宣告 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 一般質問 
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出席議員（１８名） 

   １番 吉 田 太 一     ２番 森   之 嗣 

   ３番 杉 本 隆 洋     ４番 山 田 重 喜 

   ５番 三 上   薫     ６番 八 木 秀 雄 

   ７番 笹 原 幸 信     ８番 山 川 知一郎 

   ９番 北 島   登    １０番 向 山 信 博 

  １１番 坪 田 正 武    １２番 丸 谷 浩 二 

  １３番 牧 田 孝 男    １４番 卯 目 ひろみ 

  １５番 宮 崎   修    １６番 山 川   豊 

  １７番 東 川 継 央    １８番 杉 田   剛 

 

欠席議員（０名） 

                                        

 

地方自治法第１２１条により出席した者 

 市 長  橋 本 達 也    副 市 長  北 島 善 雄 

 教 育 長  寺 井 靖 高    総 務 部 長  圓 道 信 雄 

 財 政 部 長  田 中 利 幸    市民福祉部長  山 岸 利 紀 

 経済産業部長  坪 田 清 孝    土 木 部 長  長谷川 忠 典 

 教 育 部 長  藤 崎 恒 美    会計管理者  佐 孝 博 司 

 土木部理事  佐々木   賢    市民福祉部理事  辻   邦 雄 

 市民福祉部理事  摩 垣 浄 心    芦原温泉上水道財産区管理者  竹 内 正 文 

                                       

 

事務局職員出席者 

 事 務 局 長  柴 田   昇    事務局長補佐  山 口   徹 

 書 記  中 辻 雅 浩 
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   ◎開議の宣告 

○議長（丸谷浩二君） これより、本日の会議を開きます。 

○議長（丸谷浩二君） 本日の出席議員数は、１８名であります。 

 よって、会議の定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

○議長（丸谷浩二君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

（午前９時 31分） 

                                        

   ◎会議録署名議員の指名 

○議長（丸谷浩二君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、７番、笹原幸信君、

８番、山川知一郎君の両名を指名します。 

                                        

   ◎一般質問 

○議長（丸谷浩二君） 日程第２、これより一般質問を行います。 

◇吉田太一君 

○議長（丸谷浩二君） 一般質問は通告順に従い、１番、吉田太一君の一般質問を許可

します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） １番、吉田太一君。 

○１番（吉田太一君） 議長の許可が出ましたので、一般質問をさせていただきます。

市長にお尋ねします。 

 平成１６年３月１日に芦原町と金津町が合併して誕生した我があわら市は、市の

総合基本計画において基本理念を「ゆうゆうと人が輝くいやしと創作のまち」と定

め、７つの「ゆう」を基本計画の柱に掲げ、各種施策を展開しているところであり

ます。 

 その中の２番目の「悠」では、「赤ちゃんから高齢者まで、だれもが生涯を通して

健やかに人生を過ごす悠久の地とするために、互いに助け合うことにより、安心し

て生活できるまちを目指します」との目標が設定されております。さらには、市長

も公約の中で「若い世代が住み、産み、育てたくなるまちづくり」をうたっておら

れたと記憶しております。 

 そこで、市長に、あわら市の乳幼児の緊急医療体制についてお尋ねします。 

 子どもを産み、育てていく段階において病気やけがはつきものですが、核家族化

が進んだ現状では若い世代が相談する相手は非常に限られており、緊急の場合に即

時に相談できる医療体制の確立が望まれております。確かに休日当番医制度は確立

されておりますが、日中に限られており、また、小児科を抱えている病院や医院が

余りにも少な過ぎるのが現状です。このような状態で乳幼児の緊急医療体制が確立

されているとはとても思われません。特に、言葉をしゃべることができない乳幼児
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の場合は、専門医でなければ判断できないことも多く、取り返しのできない事態に

陥ることも考えられます。 

 あわら市における乳幼児の緊急医療体制を今後どのように確立していくのか、市

長の答弁をお願いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） 吉田議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、国及び福井県における小児救急医療体制について申し上げます。 

 厚生労働省では平成１１年度に、小児救急医療支援を図るため、都道府県ごとに、

小児科医のいる病院が夜間や休日の急患を交代で受け入れる輪番制の普及を推進し

て参りました。 

 本県においても嶺北地区では、平成１５年度から福井市周辺の主要５病院が小児

救急の輪番制による夜間の急患に対応するとともに、休日の急患対応については福

井市休日急患センターにおいて小児科医が対応しているところであります。 

 また、平成１７年度からは、小さい子供がいる保護者の方が休日・夜間の急な子

供の病気にどう対処したらよいのか判断に迷ったときに小児科専門医に電話で相談

ができる、福井県子ども救急医療電話相談、通称「♯(シャープ)８０００」を開設

し、毎日１９時から２３時まで対応しております。 

 厚生労働省では、全国で小児科医師不足が深刻化しているとして、拠点病院への

集約化・重点化の必要性を指摘しており、現在、県では専門医を中心とした県小児

科医療対策検討会を設置して、小児医療のあり方について審議、検討しているとこ

ろであります。 

 現在、あわら市といたしましては、小児救急夜間輪番病院に対し、支援事業補助

金を支出して、乳幼児の救急医療体制の確保に努めております。 

 今後、市独自に小児の緊急医療体制を確立していくことは大きな課題ではありま

すが、まずは近隣市町と連携をとりながら嶺北地区における対策を検討していくこ

とが重要であると考えております。 

 このことから、県に対して体制充実を図るよう積極的に働きかけて参りたいと考

えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） １番、吉田太一君。 

○１番（吉田太一君） 市長が県に対して体制充実を図るよう積極的に働きかけてくだ

さるということで安心いたしました。 

 これは私の要望ですが、国、県に頼り切るのではなく、あわら市独自の医療体制、

乳幼児・児童はもちろん、医療体制の充実ということで医師会などとの連携を組ん

でいただき、平日の夜間当番医なども考えていただきたいと思います。予算、資金

の関係もあるとは思いますが、無駄なものにはお金をかけず、必要なものにはお金

をかけるということで、市民のためにも是非ともお願いいたします。 
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 また、私もそうですが、孫などが帰ってきたときに急に病気になることもありま

す。病気、けがに時間は関係ありません。今現在、あわら市においては、母子手帳

を渡すときに医療相談等の連絡先などを渡しているとは思いますが、一般の家庭に

もわかるように広報等に載せていただければと思います。子供は現在一緒に住んで

いなくても、必要な時も出てきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 これにて私の一般質問を終わります。 

                                      

◇三上 薫君 

○議長（丸谷浩二君） 続きまして、通告順に従い、５番、三上 薫君の一般質問を許

可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ５番、三上 薫君。 

○５番（三上 薫君） 三上 薫でございます。新人議員ですので足らない部分も多々

あろうかと思いますが、よろしくお願いいたします。 

 それでは、通告に従い、質問をさせていただきます。まず、市長にお伺いをいた

します。市内を走るコミュニティバス運行についてお伺いをいたします。コミュニ

ティバスについては、これまでも諸先輩方が一般質問をされていますが、よろしく

お願いをいたします。 

 コミュニティバスは、住民の移動手段を確保するために運行する路線バスとして

全国の自治体でも導入されています。各自治体では、交通空白地帯での公共交通サ

ービスとして循環したり、観光拠点等を循環したり、さまざまなタイプのコミュニ

ティバスがあるようでございます。今後も全国的に、路線バスの廃止・撤退などで

増えていくことが予想をされます。また、近年では、環境問題の観点から、ＣＯ２

削減のためバス利用を促進する動きも見られております。コミュニティバスは、採

算性を求めるものではなく、住民のための手軽な足として運行されています。 

 このような中、あわら市でも平成１７年度から市民の手軽な足として導入され、

市民の利便性向上のため、運行状況を見ながら、その都度、運行時間や経路などの

見直しを行っているところです。手法など、具体的な考え方をお聞かせください。 

 次に２点目ですが、政府は、子供たちの登校時間をねらった犯罪が多発した際に、

犯罪から子供を守るための対策としてスクールバスの導入を地方にも検討するよう、

平成１８年２月に通知しております。 

 もちろん、スクールバスを導入したからといって安全性が確保できるとは思いま

せん。そこには、停留所の問題、降車後の環境などの地域の大人たちの役割も重要

になってくるからです。子供たちの安全を守ることは我々大人の責任でもあるよう

に思います。あわら市においても、ＪＲを利用して通学している生徒が危険な目に

遭ったということも聞いております。また、ご父兄の方が送迎されているご家庭で

は負担も大きく、苦労されている方もいらっしゃるように聞いております。 

 スクールバスを導入する考えはないかお聞かせいただきたいと思います。 
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 市内をコミュニティバスが循環しています。今月も、路線バスの芦原温泉線廃止

に伴い、剱岳地区、清滝、後山、東山区へのコミュニティバスの運行が見直しをさ

れ、剱岳地区から金津中学校へ通う生徒たちにとっては中学校に近い停車場で降車

でき、利便性は向上されているようにも思います。 

 しかし、あわら市のコミュニティバスは、まだまだ多くの市民が納得して利用で

きる状況ではないのではないのでしょうか。もちろん、経費の問題もあり、市内す

べてを網羅することはできないと思います。また、人口規模の小さいあわら市では

利用率も低く、コミュニティバスが空車で走っているのが目立っているのが現状で

す。 

 そこでお伺いいたします。 

 まず１点目ですが、平成２４年度にコミュニティバス運行の見直しをされるとの

ことですが、どのようなことを重点に置いて見直しを検討されているのかお伺いを

いたします。市民がだれでも気軽に利用できる公共交通のあり方や路線網の設定、

手法など、具体的な考え方をお聞かせください。 

 次に２点目ですが、政府は、子供たちの登下校時をねらった犯罪が多発した際に、

犯罪から子供を守るための対策としてスクールバスの導入を地方にも検討するよう、

平成１８年２月に通知しております。 

 これらの件についてご質問をいたします。よろしくお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） 三上議員のご質問にお答えいたします。 

 まず１点目についてでありますが、あわら市では、高齢者や通勤・通学など市民

生活の足として、平成１７年１１月からコミュニティバスを運行しております。平

成２０年度の乗車実績は６路線合計で４万１３５人となり、余熱館ささおかの休館

の影響等もあり、前年度と比較し３,８８１人の減となっております。また、１便当

たりの平均乗車人数も０.４人減の３.４人となるなど、依然として低い利用状況に

あります。 

 市ではこれまで、市民の要望を考慮し、運行ルートや停留所の位置など、部分的

変更を随時行って参りました。また、平成１９年度には運行会社と５年の長期契約

を締結し、市民に親しまれるコミュニティバスとするため、一目でわかるようラッ

ピングした専用バスの導入のほか、運行の安全確保と経済性の向上を図って参りま

したが、残念ながら利用者の増加につながっていない現状にあります。 

 このことから、長期契約が終了する平成２３年度末を目処に現在の運行路線や運

行方法を一たん白紙とし、抜本的な見直しを行いたいと考えております。見直しに

当たっては、利用状況の調査や市民各層を対象にした意向調査の実施に加え、利用

者ニーズに合ったデマンドバスや乗り合いタクシーの導入、また、地域住民自ら主

導する市民参加型コミュニティバスの運行など、先進地事例等も調査研究し、検討

して参りたいと考えております。 
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 いずれにいたしましても、地域住民の意向を十分酌み取ることが重要であり、特

に高齢者の生活手段として、児童・生徒の通学手段として利便性の高い運行計画と

なるよう、あわら市公共交通会議や市教育委員会とも十分連携しながら取り組んで

参りたいと考えております。 

 次に、２点目のご質問にお答えいたします。 

 現在、中学校の遠距離生徒の通学体制は、芦原中学校ではスクールバスを運行し

ており、金津中学校では、公共交通機関を利用する生徒に対しての補助制度を設け

ております。 

 ところが、議員ご指摘のとおり、金津中学校では保護者による送迎通学が大半と

なっているのが現状であります。小中学校の児童・生徒が安全・安心に通学できる

通学体制の整備は、私の公約である「若い人が住み、産み、育てたくなるまち」の

実現のためにも主要施策の一つと位置づけており、現在まで、登下校時間に合わせ

たコミュニティバスとの連携などについて検討を重ねて参りました。 

 しかし、スクールバスとコミュニティバスとの連携は、学校行事等による登下校

に合わせた運行時間の変更や、停留所、経路などに支障を来すこととなります。ま

た、コミュニティバスの運行の観点からも、本来の姿である市民の足としての役割

を十分に果たすことが困難であると考えます。 

 したがって、金津中学校のスクールバスについては、現在、コミュニティバスと

切り離した形での導入を検討しております。今後、保護者への説明会等を実施する

とともに、負担金の徴収や、部活動を含めた学校生活時間を見直すなどしてご理解

がいただければ、平成２２年４月から導入して参りたいと考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ５番、三上 薫君。 

○５番（三上 薫君） ただいま市長のご答弁でございます。中学校バスについては２

２年４月から導入していただくとのご回答でございます。よろしくお願いをいたし

ます。 

 コミュニティバスについて再質問をお願いいたします。 

 ２４年度にコミュニティバスの改正を行うとのことですが、市民にとって利用し

やすいコミュニティバスを考えるには、緻密なニーズ調査、利用される市民の方と

の議論が必要だと思います。 

 例えば、坪江北部、細呂木東部地区方面を走る現在の北ルート１号線は、高齢者

の方が病院へ通う際に利用した場合、朝に乗車しても、病院から帰る際、夕方まで

なく、利便性が悪いとの市民の声も聞いております。 

 そこで、改正に当たって地域ごとに直接市民の声を聞いていく場を設ける考えが

あるのか、お聞かせを願いたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市民福祉部理事、辻 邦雄君。 

○市民福祉部理事（辻 邦雄君） ただいまの三上議員の再質問にお答えをいたします。 
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 まず、議員ご指摘の、地域ごとに市民参加による検討会を設置するということで

ございますが、この件につきましては、現段階では行政主導により一律に設置する

ということは考えておりませんが、それよりも今回の見直しはかなり大幅なものに

なるということを想定しておりますので、そういった新しい仕組みの説明あるいは

利用の仕方、そういったことを十分に説明するということが必要だと思いますので、

我々自らがそれぞれの地域へ出向きまして、そうした説明会、そういったものを十

分に取り組んでいきたいというふうに思っておりますので、ご理解をいただきます

ようお願いをいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ５番、三上 薫君。 

○５番（三上 薫君） それらにつきましてよろしくお願いを申し上げ、私の質問を終

わらせていただきます。ありがとうございました。 

                                      

◇笹原幸信君 

○議長（丸谷浩二君） 続きまして、通告順に従い、７番、笹原幸信君の一般質問を許

可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ７番、笹原幸信君。 

○７番（笹原幸信君） 市政会、笹原です。議長のお許しを得まして一般質問をさせて

いただきます。今回の質問は、金津雲雀ヶ丘寮における食材等の購入についてとい

うことで質問をいたします。 

 昨年６月に雲雀ヶ丘寮を指定管理者制度に移行することを決定し、９月に、あわ

ら市社会福祉協議会を指定管理者として運営をすることを議決いたしました。この

議決を受け、本年４月から公設民営化がスタートをいたしました。スタートに先立

ちまして、平成２１年２月２７日付で、雲雀ヶ丘寮長名で雲雀ヶ丘寮厨房業務委託

についての書面を市内食材納入業者あてに発送し、３月９日に説明会を開催する旨

を連絡していますが、この説明会でどのような内容の話があったのかをお伺いをい

たしたい。 

 次に、平成２１年３月１９日付で、「取引に関して」との見出しで株式会社メフォ

ス金沢事業部の名前で納入業者あてに書面が発送されていますが、まず厨房業者

(株)メフォスの選定をどのように実施し、そして、決定されたのかをお伺いをいた

したいと思います。この業者はあわら市内の他の事業所で現在事業をしているのか

いないのか、また、過去に営業していたのかも答弁を願います。 

 株式会社メフォスより送付されましたこの書面の内容は｢食材料関係の見積もり

をいただき、弊社で検討の結果、まことに残念ではございますが、平成２１年４月

１日以降はお取引できないとなりました｣と、一片の通知で取引が打ち切られており

ます。 

 ここに書類がございますが、この書面には食材品名が縦に記入されており、その
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横に市内の納入業者の納入予定単価が記入を、これは見積りで出した分です。その

横にメフォスの現在の取引業者の価格が記入をされております。この書類を見ます

と、すべてが市内業者の見積価格より格段に安くなっているが、食材料というもの

はシーズンにより価格が変動するものであり、型どおりの見積書のみで判定するの

は適当ではないと私は思います。また、メフォスの現在取引をしている業者価格そ

のものが本当に納入価格なのか疑わしい面もあります。この結果を見ますと、見積

書の提出を市内の業者にさせたのは、ただ形式的に見積書をとっただけではないの

かと、そういう思いもいたすわけでございます。 

 これまで長い間、取引をして協力してきた業者が紙切れ一枚で切られている。切

られる者の無念さ、悔しさをどう思っているのか伺いたい。公設民営であり、厨房

業者の選定に当たっては、市として市内の業者を優先して使うよう強く指導すべき

であったと思うのですが、いかがでしょうか。 

 市営ではなく指定管理者であるので、食材納入業者の選定は厨房業者にすべて任

せているとは言わないでいただきたい。地産地消を、地元優先をどのように考えて

いるのか、お答えをいただきたい。 

 市営のときは何社と取引をして、取引金額は幾らであったのか。また、現在は何

社と取引をして、その金額は幾らになっているのか。 

 最後に、地元業者を優先して使うように購入先を変更するよう強く指導すべきと

考えるが、いかがでしょうか。 

 以上、第１回の質問を終わります。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市民福祉部長、山岸利紀君。 

○市民福祉部長（山岸利紀君） 笹原議員のご質問にお答えいたします。 

 昨年９月１９日開催の議会定例会において、平成２１年４月１日からあわら市社

会福祉協議会を金津雲雀ヶ丘寮の指定管理者とする議決をいただいて以来、議会の

委員会や協議会のたびに進捗状況をご報告申し上げてきたところであります。１２

月の協議会においては、経費縮減等の観点から、直営で行っている給食業務を指定

管理者のもとではノウハウを持った業者へ委託したい旨、お伝えをいたしておりま

す。 

 その後、本年２月６日の社会福祉協議会の理事会において業者委託することを議

決し、会社の経営方針、県内での実績、見積もり等を総合的に判断し、東京に本社

を置く業者と委託契約したとの報告を受けております。この契約の際、金津雲雀ヶ

丘寮といたしましても、給食材料の納入に際しては極力地元業者を優先するよう、

委託業者に申し入れをいたしております。 

 これを受け、３月９日には、従来からの仕入れ業者に対し、給食業務が業者委託

になる旨を伝えており、あわせて委託業者からは従来の仕入れ業者に会社の概要説

明を行うとともに、今後の仕入れに係る見積書の提出を依頼したとのことでありま

す。 
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 その後、委託業者は提出された見積書に基づき仕入れ業者を決定しておりますが、

結果的には市内仕入れ業者は１９社から４社となり、３月１９日に仕入れ業者にそ

れぞれ採用・不採用の通知を発送したと聞いております。 

 あわら市といたしましては、今後も社会福祉協議会を通して、委託業者に対して

市内業者の選定と地産地消を推進するよう要望して参りますが、社会福祉協議会は、

価格等の問題を含め、自身の経営状況を見ながらの独自の判断で対応することとな

りますので、ご理解賜りますようお願い申し上げます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ７番、笹原幸信君。 

○７番（笹原幸信君） 今、答弁いただきましたが、第１回の私の質問に対して中身の

ある回答が何もなされていないと私は今感じました。極めて残念であります。 

 これより再質問に移ります。再質問の答弁は、できましたら担当の摩垣理事より

お願いをいたしたいと思います。また、最後に市長のお考え、ご意見等もいただき

たいと、そう考えておりますので、よろしくお願いをいたします。 

 それでは再質問ですが、給食業務を業者委託することを決定したと。県内の実績、

見積もり等を総合的に判断して業者と委託契約を結んだということですが、この業

者を決める際、１社の申し込みがあったのか、また何社申し込んだのか、そしてど

ういう要因でメフォスさんに決まったのか、その経緯をお伺いしたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市民福祉部理事、摩垣浄心君。 

○市民福祉部理事（摩垣浄心君） お答えいたします。 

 給食業務の業務委託につきましては、県内の１社と、全国展開しております業者

３社の合計４社を候補に挙げ、選定を行ったと聞いております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ７番、笹原幸信君。 

○７番（笹原幸信君） ４社申し込みがあってですね、先ほど私お聞きしましたが、ど

ういう点が優れていて現在の厨房業者を選んだのでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市民福祉部理事、摩垣浄心君。 

○市民福祉部理事（摩垣浄心君） その会社の経営方針、県内の実績、それから価格を

総合的に比較検討いたしまして決定したということでございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ７番、笹原幸信君。 

○７番（笹原幸信君） 県内の実績とかそういうものを見て決定したということですが、

この会社はあわら市内でも営業していましたか。どうでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市民福祉部理事、摩垣浄心君。 

○市民福祉部理事（摩垣浄心君） 現在は、芦原メロン苑、金津サンホームがあわら市
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内で営業活動を行っております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ７番、笹原幸信君。 

○７番（笹原幸信君） サンホームさんは今もやっていますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市民福祉部理事、摩垣浄心君。 

○市民福祉部理事（摩垣浄心君） 選定当時には金津サンホームをやっておるというふ

うに聞いております。 

 なお、この業者につきましては、あわら市に法人市民税を申告・納税されておる

業者でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ７番、笹原幸信君。 

○７番（笹原幸信君） サンホームさん、私が聞いているのは、市が決めてからサンホ

ームさんはやめて、現在サンホームさんはイフスコヘルスケア・サンホームという

ところが仕事をしていると、そういうふうに私は聞いております。私がここで思っ

たのは、指定管理者、あわら市社協の仕事の方がおいしいのでこちらへ移ったのか

なと、そういうふうな思いがしたわけでございます。 

 それでは、３月９日に厨房業者委託の説明会があったわけですね。ここではどの

ような話をされましたか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市民福祉部理事、摩垣浄心君。 

○市民福祉部理事（摩垣浄心君） 新規に業務受託する会社の概要説明、それから衛生

管理に関する説明、従来食材を納入していた地元業者に対しての仕入れ見積書提出

の内容であったと聞いております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ７番、笹原幸信君。 

○７番（笹原幸信君） 市内の業者から、入札には何件応募があったんでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市民福祉部理事、摩垣浄心君。 

○市民福祉部理事（摩垣浄心君） １１社と聞いております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ７番、笹原幸信君。 

○７番（笹原幸信君） １１社ですね。先ほどの答弁では、今までは納入業者が１９社

あって、ということは、１１社しか入札しなかったということ。また、１９社から

４社に地元業者が激減をしているということ。今まで取引していた業者はなぜ入札

してこなかったか、原因はわかりますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市民福祉部理事、摩垣浄心君。 
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○市民福祉部理事（摩垣浄心君） わかりません。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ７番、笹原幸信君。 

○７番（笹原幸信君） わからないと言われるとちょっと困るんですけど。 

 それとですね、先ほども１回目の質問でも質問しましたけど、対前年度と今年度

の市内業者の納入金額を聞いているんですが、それについての回答がございません

でしたけども、いかほどになっていますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市民福祉部理事、摩垣浄心君。 

○市民福祉部理事（摩垣浄心君） １カ月だけのことをお話しさせていただきます。 

 昨年４月の食材費は２８２万４,０００円が実績でございます。なお、本年４月の

受託業者が市内４社から納入された実績は６３万９,０００円でございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ７番、笹原幸信君。 

○７番（笹原幸信君） 大変な、業者の納入減になっているのがよくわかります。 

 先ほど、取引業者が４社になったというお話をいただきました。この４社さんの

ある人にもお話を聞きました。名簿には載っているけど、ほとんど注文がありませ

んという話も来ております。これだけの市内の業者が雲雀ヶ丘を頼りに今まで長い

間営業をしてきて、これだけの金額に激減しているということに対してどう思われ

ますか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市民福祉部理事、摩垣浄心君。 

○市民福祉部理事（摩垣浄心君） 今回受託されております業者は全国展開しており、

常にコストや進出面で競争にさらされており、従来、雲雀ヶ丘寮へ納入している業

者にとっては、価格競争面などを結果とし、厳しい環境になったかなというふうに

考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ７番、笹原幸信君。 

○７番（笹原幸信君） 確かに、指定管理者になったのでそういう言い方はできるかも

しれません。しかしながら、市としてですよ、社会福祉協議会は多額の補助金を入

れている、また人も派遣している、その立場上、地元業者を優先して使うよう強く

指導すべきではあったのではないかと、そういうふうに思います。金は出すが、口

は出さないのか。私は購入先の変更を強く求めたいと思います。多少コストが上が

るかもしれないけれど、地域の業者を優先して使っていただきたい、そういう気持

ちでございます。それに対してはいかがでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市民福祉部理事、摩垣浄心君。 

○市民福祉部理事（摩垣浄心君） 市社協は、地域福祉の推進を図ることを目的とする
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団体でございます。その本来の目的を達成するための一般職員の人件費、活動等に

係る補助を行っているもので、職員の派遣や市民の福祉施策等に関連した部分での

市の関与が生じてくるものと思っております。 

 最初の答弁の中でも申し上げましたけれども、金津雲雀ヶ丘寮の指定管理者を受

けた市社会福祉協議会が、金津雲雀ヶ丘寮におけるコスト・経費縮減の観点から給

食業務をノウハウのある業者に委託しているものであり、受託業者の健全な事業活

動を阻害することのないよう配慮しながら地元業者を選定するように要望して参り

ます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ７番、笹原幸信君。 

○７番（笹原幸信君） 私、先日、社会福祉協議会の理事とお話をさせていただきまし

た。確かに、理事は、給食を外部委託するということには決定をしたが、地元と地

元の業者を打ち切るという、そういうものに対しては全然そういうことは思ってい

なかったと言っているわけですよ。給食業者は変えてもいいでしょうと、しかしな

がら、地元を打ち切るなんて思いもしなかったと、そういうふうに言われているわ

けですよ。その点どうお考えですか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市民福祉部理事、摩垣浄心君。 

○市民福祉部理事（摩垣浄心君） 社協はあくまでも指定管理者の中で経費縮減の観点

から外部委託したというふうに聞いております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ７番、笹原幸信君。 

○７番（笹原幸信君） 幾ら質問しても行ったり来たりでございます。私の希望として

は、出過ぎたことかもしれませんが、社会福祉協議会が理事会を開いてですね、こ

のことを協議していただくよう要望したいと、そういうふうに思います。鯖江の独

立行政法人でもよく似た問題が発生したと聞いております。その問題を解決するた

めに、現在は、鯖江市内に本店がある業者と取引をするように改定したとの話でご

ざいます。本市でもできるだけこのような方向でやっていただきたい、そういうふ

うに思うわけでございます。 

 最後に、市長、今のやりとりをお聞きしていただきまして、お考えをひとつお願

いしたいと思います。よろしくお願いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） これは、そう言わないでくれというふうに今議員はおっしゃっ

たけども、基本的にはこれは社会福祉協議会の問題でありますので、なかなか市長

として申し上げるのは妥当かどうかちょっと私もわかりませんが、今議員ご指摘の

意味はよくわかります。それから、いわば切られた業者の方々の気持ちは気持ちと

してよくわかります。 
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 ただ、これは基本的には論点をはっきりしていただきたいのは、社会福祉協議会

に願い、移行したわけです。その社会福祉協議会が民間のメフォスという会社に給

食の業務委託をしたと。業務委託をされたその会社が、仕入れ先についてどのよう

に判断をして仕入れをしているかという、問題はそこだろうと思うんですね。地元

の業者の方々の優遇ということは、これは当然市としても考えておりますし、その

ように今まで要望してきたはずであります。残念ながら、結果として、今議員がご

紹介されたような結果になっているわけです。 

 これに対して、公の機関である市がどこまで介入できるかというのは非常に難し

い面が実はあると思います。これは民間同士の商取引でありますので、そこに対し

て公の力はどのような形で及ぼすことが可能であるか。これは下手にやりますと大

変危険なことになります。議員も会社を経営されておりますから商取引の厳しさと

いうのはよくご存じだろうと思いますけども、そういう市場原理を超えて何らかの

力を市が及ぼすことができるかどうかというと、非常にこれは難しい面も実はあろ

うかと思います。 

 例えばの話、現在の受託業者がですね、よそから仕入れる金額が例えば単価１０

０円だったとして、地元業者が１２０円だったとした場合、じゃ、この２０円をど

こが負担するのかという話にまで行き着くわけであります。市といたしましては、

別に雲雀ヶ丘寮の給食食材だけの納入ではなくて、あらゆる面でこれは土木建設

等々の入札、これは市が直接行っている入札でありますけども、これについてもな

るべく地元業者の受注機会を増やすような努力をいたしております。でき得れば社

協としてもそういうふうなご努力をお願いしたいというふうに思います。 

 ただし、市が直接行っている入札につきましても地元業者の受注機会を増やすよ

うな努力はしておりますけども、しかしながら、その中でも競争原理だけはやはり

担保しておかなければいけない。これを無視してしまいますと入札にならないわけ

でありますから、これは貴重な税金を使っておりますので、行政としてはやはりそ

の部分はどうしても逃すわけにはいきません。同じような問題が今のお話の中にも

あるのではないかなと。じゃ、その部分をだれが担保していくのかということは今

後の議論になろうかと思います。 

 いずれにいたしましても、市といたしましてはなるべく地元の業者を利用してい

ただくように引き続き、これは指導はできません、商取引ですので。要望という程

度になるかもしれませんけども、そういう努力をして参りたいというふうに思って

おります。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ７番、笹原幸信君。 

○７番（笹原幸信君） 市長のお考えも伺いました。先ほど私は、出過ぎたことを言う

かもしれないけれども、社会福祉協議会で理事会を開いていただいて、もう少し改

善をしていただけないかな、市の影響が及ばないんであれば、これは社協で考えて

いただく、そして、いい方向に行っていただきたい、そういうふうに希望するもの
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でございます。 

 以上で終わります。 

                                      

◇卯目ひろみ君 

○議長（丸谷浩二君） 続きまして、通告順に従い、１４番、卯目ひろみ君の一般質問

を許可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） １４番、卯目ひろみ君。 

○14 番（卯目ひろみ君） 議長のお許しをいただきましたので、通告順に従いまして質

問をいたします。あわら湯のまち駅前多目的用地の利活用についてです。 

 ９月２７日の新聞の記事に、「県は、目玉の観光地補助事業、あわら・坂井市を採

択としたと発表した」という記事を読みました。あわら市の事業としまして、えち

ぜん鉄道あわら湯のまち駅前にある多目的広場に憩いの公園を整備する計画だとい

うことでした。今回の補正予算に観光費として、あわら湯のまち駅前多目的用地整

備基本計画業務策定業務委託料１００万円というのが計上されていますが、この中

身、また全体像についての質問をしたいと思います。 

 まちの中心と言えるところにぽっかりとあいている多目的用地は日頃から柵とロ

ープが張りめぐらされていて、自由に中に入ることもできません。ふだんはほとん

ど使われていない場所です。でも、夏には芦原温泉夏祭りですとか、冬は旅館関係

の臨時駐車場、またそのほかに年に何回か幾つかのイベントができる数少ない、数

は少ないですが、本当はとってもいい場所なんですね。そこが、これまで１０年ぐ

らいの間、計画が持ち上がっては消えて、また持ち上がっては消えてといったよう

な、そういう感じがあるのも否めないところです。あの場所が新聞の記事から今後

一体どのような場所に変わっていくのか、興味を持って見守っている住民の方が結

構おられます。そして、最近その内容を、「どんなんですか」というのをよく聞かれ

るんですね。それで、この際、詳しくお聞かせいただきたいと思います。 

 また、観光施設として、えちぜん鉄道湯のまち駅舎改装工事費１,０００万円とい

うのも上がっておりました。これらの関連事業であるのかもあわせてお聞きします。 

 駅前の公園整備といいますか、その事業についてなんですが、幾つか挙げたいと

思いますので、そのことについてお答えいただきたいと思います。 

 まず、この事業計画としての事業コンセプトと言えばいいんでしょうか、それは

どこにあるんでしょうか。 

 それから、２年間の間に整備をする事業と聞いていますが、ということは急がれ

るわけですが、その計画に当たって今日までどのような流れで来ているのでしょう

か。これまでの計画については、委員会があって、その中でいろいろと話し合われ

てきたのだと思います。また、今回の場合も、住民の声とか意見とかいうのは取り

入れられていくのでしょうか。それをするとするならば、どういった人たちのどの

ような意見が取り入れられていくのかもお聞きしたいと思います。 
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 それと、えちぜん鉄道の駅が今、目の前にあるわけなんですが、えちぜん鉄道を

観光として利用するということも非常に有効なことだと思います。そういう観光の

面からも期待のできる場所であると思うのですが、えちぜん鉄道との意見交換など

はこれまでにそのことについてなさっているのでしょうか。もし、しているとした

ら、どのようなことかお聞きいたします。 

 あと、観光課として予算計上されているんですね。でも、全体的には、ほかのど

ういう課がここに参画してこれから事業を進めていくのでしょうか。 

 以上、幾つかのことについてお答えいただきたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） 卯目議員のご質問にお答えいたします。 

 議員ご承知のとおり、あわら湯のまち駅前多目的用地は、老舗旅館の廃業に伴い

生じた２,０００坪という広大な土地を旧芦原町が取得したもので、その利活用はま

ちづくりを進める上で喫緊の課題となっております。特に芦原温泉が福井県観光の

宿泊拠点であることから、あわら市のみならず、福井県観光全体にとっても大きな

問題となっております。 

 これまで旅館協同組合や観光協会等を含め、その利活用を模索してきたところで

ありますが、屋台村や夕市の会場など暫定的な利用にとどまり、全体の利活用の方

策については、財政状況や諸般の事情等により、まだこれを定めるには至っており

ません。 

 このような現状の中、県は今年の２月に、「ほんもののふるさと 越前・若狭」を

基本理念に、誘客促進を図るため、新ビジットふくい推進計画を策定いたしました。 

 この計画では、重点施策として１０大新規事業が新たに立ち上げられたところで

あります。その中の一つである、目玉となる観光地づくり推進事業は、地域固有の

歴史・文化・自然・食・産業などを生かした観光地づくりを目的としており、県が

事業費の３分の２を補助するものであります。 

 多目的用地の利活用を模索している本市にとりましては、これを好機ととらえ、

市民の参加を得て、公園として整備する事業計画を作成し、この事業に応募したと

ころであります。応募は本市を含め８市町でありましたが、さきの新聞報道にもあ

ったとおり、あわら市と坂井市が採択されたものであります。 

 本事業の実施に当たっては、観光団体、経済団体、ＮＰＯ法人、地域住民グルー

プなどさまざまな活動主体と連携することが求められております。今後は、関係団

体や市民の参加を得てワークショップを開催し、市民の声を取り入れた形で、整備

に向けた基本計画を策定する予定であります。 

 市民が楽しく充実した生活を営み、そこを訪れる人が輝き、地域が輝くことが観

光の原点であり、最大の観光資源であるというコンセプトに立ち、市民が自慢でき

る公園として整備したいと考えております。 

 なお、総合的にまちづくりを進めていくという観点から、今回の補正予算で計上
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している基本計画の策定は観光商工課が、総合的な企画調整については政策課が、

工事の設計や施工等については建設課が担当するということで、関係課が連携をと

りながら事業を実施して参りたいと考えております。 

 ところで、えちぜん鉄道とはこれまでも連携を図りながら幾つかの事業を実施し

て参りましたが、今後、公園を活用したツアーの企画なども計画して参りたいと考

えております。 

 いずれにいたしましても、この事業の実施を契機として、市民を挙げてまちづく

りに取り組む気運づくりと実践力を生み出し、地域ぐるみの温泉地再生の第一歩を

踏み出したいと考えております。 

 最後に、あわら湯のまち駅舎の改装についてでありますが、地域ぐるみで観光ま

ちづくりを推進するための多彩な担い手が集う拠点づくりを実施するものであり、

芦原温泉の再生を図る上では基本計画の中に位置付けされる事業でありますので、

あわせてご理解を賜りますようお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） １４番、卯目ひろみ君。 

○14 番（卯目ひろみ君） 今、いろいろ市長からお話を伺ったんですけれども、もう少

し細かく。 

 委員会なんですが、これまではどちらかといいますと、こういう計画ができます

と、最初にやっぱりたたき台といいますか、計画ありきといいますか、そういうこ

とがあって、時間的な余裕とかそういうことからもなかなか住民の方たちとか、さ

っきいろいろ、ＮＰＯとか地域住民の方とかありましたが、そこから吸い上げると

いうことがなかなか難しいのではないかと思うんですけれども、そのところの住民

参画型と言えばいいんでしょうか、そのことについてもう少し計画がおありでした

らお聞きしたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 経済産業部長、坪田清孝君。 

○経済産業部長（坪田清孝君） 今、卯目議員のご質問でございますが、先ほど市長も

答弁の中でも申し上げましたように、本事業につきましては、観光協会、それから

経済団体、それからＮＰＯ法人等のほかに、地域住民を巻き込んだ形でのいろいろ

な連携をとりながらの計画策定ということが位置付けられております。 

 そういう観点もございまして、今回は金津のところでもやりましたように、都市

公園の時にもやりましたように、ワークショップを作りました。その中で、地域住

民の意見を重視した形でこの計画策定というものをやっていきたいと考えておりま

す。 

 ただ、本事業につきましては、本来ですと県の方は２１年度に調査基本計画を、

それから、２２と２３にかけてという形で１億５,０００万をという計画でございま

したが、今回これもちょっと前倒しというような形の中での事業計画ということで、

本来２３年までの計画を２１、２２の２カ年で実施せよということでございます。
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そういう点では非常に時間がありません。今、卯目議員が言われましたように、早

くそこら辺を、ワークショップの開催に当たる組織づくりというものをこの議会終

了後早々に立ち上げまして実証していきたいと思っておりますので、よろしくお願

いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） １４番、卯目ひろみ君。 

○14 番（卯目ひろみ君） 早速そういうのを始めていただきたいと思います。 

 それから、まちの中をずっと見回しますと、例えば新聞には、何かステージをつ

くるとか、そういうのが出ていたと思うんですけれども、セントピアあわらの方に

もそういう野外ステージみたいなのはありますし、それが二つあっていいものかと

いうのはここで個人的な意見を言うのはなんなんですが、そういったことをやっぱ

りよく考えていただいて、あっちにもこっちにもというよりも、もともと多目的広

場となっていますので、固定的じゃなくていろいろ使えるような、そういう公園化

がいいんじゃないかという意見なんかも結構聞きますので、そういうところは早速

お願いしたいと思います。 

 本当に長い間待っていました、まちの住民としては。それがいよいよ始まるとい

う期待感を皆さん持っていらっしゃるんですね。その期待感をできるだけいいよう

に取り込んで、皆さんを巻き込んで、最初はささやかでもいいと思うんです。それ

が未来に向かって、１０年たったら、こんないい公園になったんやねというふうに

育てていかれるような、やっぱり愛される事業であってほしいと心から思っており

ます。また協力もしたいと思いますし、これからもよろしくお願いしたいと思いま

す。 

 私の質問を終わります。ありがとうございました。 

 

○議長（丸谷浩二君） 本日は改選後初の一般質問であります。多くの方の傍聴をいた

だきありがとうございます。休憩を挟み続けて参りますので、よろしくお願いをい

たします。 

 それでは、暫時休憩をいたします。開会は１０時５０分。 

（午前 10時 40 分） 

                                       

○議長（丸谷浩二君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前 10時 51 分） 

◇山川知一郎君 

○議長（丸谷浩二君） 続きまして、通告順に従い、８番、山川知一郎君の一般質問を

許可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ８番、山川知一郎君。 

○８番（山川知一郎君） 日本共産党の山川知一郎でございます。市政の問題について
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３点にわたって質問をさせていただきます。 

 まず第１には、介護保険の利用料の問題でございます。この問題につきましては

これまでにも何回か取り上げて参りましたが、さきに行われました市会議員選挙中、

私はいろんな問題について市民の方にアンケート活動を行いました。その中で、介

護保険施設の利用料については、「高い｣という回答が４８.７％、「妥当」というの

はわずか１１.４％しかありませんでした。 

 現行の介護保険制度は、保険料を納めていても、サービスを受けるには利用料を

負担しなければなりません。特に施設入所については、個室で月１５万円、相部屋

でも月８万５,０００円、利用料が高過ぎて低所得者はとても利用できないという

のが実態でありまして、これでは公的保険制度の意味がなく、高齢者を不安に陥れ

ております。さらに、利用できないにもかかわらず、わずかな年金から保険料が天

引きされていることが高齢者の大きな怒りを引き起こしていると思います。 

 何としても利用料を大幅に引き下げ、だれでも安心して介護を受けられる制度に

しなければならないと思いますが、この点について市長の見解を伺いたいと思いま

す。 

 また、金津雲雀ヶ丘寮の個室型ユニットケアは完成から１年半になりますが、利

用料が高いために空室があるとのことでありますが、現状はどうなっているかお尋

ねをいたします。 

 また、金津雲雀ヶ丘寮の寮長は、今年４月、利用料が高過ぎるということを認め

て、引き下げについて検討したいと言っておられました。この検討の結果はどうな

ったか伺いたいと思います。現行制度のもとで利用料引き下げができないのであれ

ば、利用者に対して市独自の補助をすべきと考えますが、この点についても市長の

見解を伺いたいと思います。 

 以上、よろしくお願いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） 山川議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、現行の介護サービスの利用料が高過ぎるのではないかとのご質問でありま

すが、ご存じのように、介護サービスの料金は介護報酬の積み上げにより、国の法

律で要介護度ごとに定められております。利用者にはその１割を負担いただいてお

りますが、低所得の方については１割の自己負担が一定額を超えた場合は、その超

えた分が払い戻され、負担が軽くなる仕組みになっております。 

 また、施設サービスについては、利用者負担のほか、居住費や食費等については

通常個人負担となりますが、低所得の方については日額負担限度額の認定申請をし

ていただければ自己負担が軽減されることとなります。 

 なお、金津雲雀ヶ丘寮特別養護老人ホームにおける減額の具体例を申し上げます

と、ユニット型個室では、要介護度が最も重い５の場合、住民税課税世帯では月約

１５万円ですが、入所者の世帯全員が住民税非課税で、本人の年金収入が８０万円
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以下の場合は月約６万８,０００円となります。また、相部屋の多床室では、通常

約８万５,０００円のところ、５万３,０００円程度とかなり低額となっております。 

 このように、利用者の方々には収入に合わせた応分の負担をいただいております

ので、国もこれ以上の利用料引き下げは考えていないものと思われます。 

 次に、金津雲雀ヶ丘寮の特別養護老人ホーム、ユニットケアの入所状況でありま

すが、現在３０名が入所しており、今月、二、三名が入所する予定で、年内には満

床となる計画であると聞いております。 

 最後に、市独自の補助をすべきではとのご質問ですが、ご承知のとおり、介護保

険については坂井地区介護保険広域連合で運営しておりますので、坂井市との協議

が必要となります。しかしながら、近年、介護給付費が増大している状況を踏まえ

ますと現状の利用者負担は致し方なく、独自の補助については今のところ考えてお

りません。 

 今後は、給付費の右肩上がりを少しでも抑制するため、介護予防に力を入れて参

りたいと考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ８番、山川知一郎君。 

○８番（山川知一郎君） ただいまのお答えで、利用料については減免措置も講じてい

るということでありますけれども、ユニット型の個室は要介護５であれば普通は１

５万のところ、非課税世帯であれば６万８,０００円ということでありますけれど

も、率直に申し上げまして、非課税世帯でですね、６万８,０００円というのも、

私は、非常に負担はその世帯にとってはきついのではないかなというふうに思いま

す。 

 そういう点について、これならだれでも払えるというふうにお考えなのか、その

点について再度伺いたいと思います。 

 それから、あわら市の介護保険は坂井市と広域でやっておりますけれども、補助

をするのはあわら市独自でやろうと思えばできるのではないかというふうに思い

ます。そういう点について、本当に介護を受けたい、介護を必要としているお年寄

りがだれでも安心して受けられるというふうにするためには、基本的には、この制

度をつくっている国が抜本的に利用料等を引き下げるということ。外国の例を見ま

すと、保険料を納めていれば実際のサービス利用に当たっては負担はなしというの

が、大体ヨーロッパなどでは普通になっていると。是非、日本の介護もそういうふ

うな方向に向かっていくべきだというふうに思っております。 

 こういう現状の中で、市の努力でやれるということには限界があるということは

十分わかっておりますけれども、やっぱりどう考えても今の減免措置でもまだ不十

分ではないかというふうに思いますので、その点について再度伺いたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） まず、従来からの山川議員のいろんなご意見を伺っておりまし
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て、一つはですね、ユニット型と多床室との差ですね、これが一つの問題点だった

かなというふうに思いますが、この点につきましては、確かにユニット型は自己負

担がどうしても高くなります。それはやっぱり認めざるを得ないと思いますし、な

かなかこの制度につきましても国や県の意向がありまして、市独自で多床室型に持

っていくというのはなかなか困難な状況にあるのが現実であります。 

 このことにつきましては、私も直接県の担当課長に、今後の、これは第５期以降

になると思いますけども、第５期の整備計画の中では何とか多床室も認めていただ

きたいと、それによって市民の負担が下がるので、この要望は相当強いと思います

と、是非そのご努力をお願いしたいというふうには申し入れてありますし、可能性

としては、第５期の事業計画に当たっては何とかなるんじゃないかなという多少の

期待も持って今、努力をしているところであります。 

 このユニット型の場合は月額１５万という数字はちょっとひとり歩きをしている

ような気もあります。ちょっとこれはご参考までにですが、雲雀ヶ丘寮の７月分で

すけども、ユニット型の利用料は平均いたしますと１２万１,９７８円となってお

ります。これはあくまでも平均ですけども、こういう水準にあるということはまず

一つご理解いただきたいと思います。それはそうであったとしても、ユニット型が

高くつくというご意見は、私はもっともだろうと思いますし、ただし、これは制度

上の問題でありますので、多床室の整備を推進するということで何とか問題解決に

繋げていきたいというふうには考えております。 

 少し金額の安い６万円でも高いのではないかというご指摘がありましたが、これ

こそですね、制度上のことでありまして、市単独でこの制度をなぶってしまうとい

うことは、私はすべきではないだろうというふうに考えております。同じように補

助金ならば市単独でできるのではないかというお話ですが、それはやってやれない

ことはないと思います。しかしながら、ここで制度に一つ穴をあけてしまうという

ことは、非常に私は危険ではないかという思いを実は持っております。何とか介護

保険制度が始まってどうにかここまでやってきたわけですから、これは現在の国保

制度のようなことにさせてはいけないなと、国保会計の二の舞にさせてはいけない

という思いがありますので、ここで市単独で補助ということは、私はすべきではな

いのではないかというふうに思っているところであります。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ８番、山川知一郎君。 

○８番（山川知一郎君） ただいまのあれで、雲雀ヶ丘の７月はユニットケアで１２万

ちょっとということでございましたけど、これは減免をしているからこうなってい

るのでしょうか。これはどういうあれでこういうふうになっているのかについて、

ちょっと理由をお願いしたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市民福祉部長、山岸利紀君。 

○市民福祉部長（山岸利紀君） ただいまの件でございますが、平均を市長が申し上げ
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ました中には、低所得の方が利用者負担の限度額の減免等を受けた後の負担の額と

いうことで平均をいたした数字でございます。ですから、段階が、負担額が当初高

くても、負担減免によって減額された後の平均の数字ということでご理解いただき

たいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ８番、山川知一郎君。 

○８番（山川知一郎君） 市長も言われましたが、私は、大体国の方針がおかしいと。

現状は、多床室は認めないと、これからはユニットケア、個室型しか認めない、こ

ういう方針そのものが非常におかしいなというふうに思っております。そういう点

では、これから何とかユニットケアよりも多床室をと。多少、プライバシーを守る

とかそういう点で問題があるかと思いますけれども、多くの市民の皆さんの要望は、

１円でも安く入れるようにしてほしいというところにあると思いますので、是非、

ユニットケアよりも多床室を増やしていくということで努力をしていただきたい

なというふうに思います。 

 以上で、一つ目の問題については終わります。 

 第２の問題はコミュニティバスの運行についてでございます。先ほど三上議員も

質問されましたのでできるだけダブらないようにしたいと思いますが、剱岳地区を

通っておりました路線バスが８月末で廃止をされまして、９月１日からコミュニテ

ィバスが運行されております。 

 剱岳地区としては、「中学生の通学のため、コミュニティバスではなくスクールバ

スを運行してほしい」というのが住民多数の予ねてからの要望であります。市はと

りあえずコミュニティバスで対応したいということでありますが、１日から運行さ

れているダイヤでは、朝の登校には対応できますけれども、下校時は最終が１７時

３４分となっておりまして、部活をしている生徒はほとんど利用できないと。この

点については、８月に開きました地区の懇談会でも｢何とかしてほしい｣という意見

が出されましたが、現在のところ改善はされておりません。 

 この９月からのダイヤにつきましてはほとんど地元に対して相談もなくですね、

担当のところで一方的につくられたというふうに思っておりますが、できれば本当

にもう少し地元の意見を聞いて何とかしてほしかったなというふうに思っており

ますが、今後ですね、先ほど市長は、来年４月からはコミュニティバスとは切り離

してスクールバスを運行するという答弁をいただきました。これは大変ありがたい

なというふうに思っておりますが、まだこれから半年ちょっとあります。何とか３

月までですね、もう少しコミュニティバスの運行も改善できないかなと。 

 先ほども出されましたけど、ほとんど今は親なり祖父母が送り迎えをしていると

いうのが圧倒的に多いと。これは非常に大きな負担になっていると。親の姿勢とか

ということもあるかと思いますが、ある家庭などは子供が３人おりますと。一緒に

行けばいいんですけども、時間が違うちゅうことで、朝だけでも２回も３回も往復

しているというふうな、部活で朝練があるとまず朝練に行って、戻ってきてその次
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の子をまた送っていくとかですね。帰りも何回も送迎しているという保護者がおら

れるということで、何とかならないかと。 

 今回のこれによりまして、朝は朝練などをやっているのには対応できないけれど

も、通常の授業が始まるまでには行けるということで、今までよりはいいかなと思

いますが、下校時はほとんどこれでは対応できないと。何とかもう１時間ちょっと、

６時４０分か６時４５分ぐらいの便というのを作っていただくわけにはいかない

のかなということが一つ。 

 部活について、教育委員会としてはどういうふうに考えておられるのか。今申し

上げましたが、親がほとんど送迎している、そして非常に遅くまで部活をやってい

る、こういうことについて親の負担は非常に重い。芦原中学校の方はスクールバス

が以前から運行されているので、部活の終わりの時間はある程度規制をして、でき

るだけスクールバスで帰れるようにしているというふうにも伺っておりますけれ

ども、金津中学校もそういうふうにするとか、そういうことについては教育委員会

としてはどういうふうに考えておられるのか伺いたいと思います。 

（「議長｣と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） 今ほどのご指摘でございますが、先達て剱岳地区での市民の方々

との懇談会がございました。地元の区長さん、あるいは山川議員からのご紹介もあ

りまして、私も参加をさせていただきました。中身につきましては、８月いっぱい

京福バスの路線があったわけですけども、８月いっぱいでバス路線を廃止するとい

うことになりました。 

 したがって、このまま放っておくというわけにはいかないだろうということで、

市として何らかの別途の対応をしようということになりました。それにつきまして

は、現在のコミュニティバスを多少ダイヤの組み替えをいたしまして、特に子供さ

ん方の登校に合わせたようなダイヤの組み替えを一部して、しばらくですけども対

応をさせていただきたいというご説明をさせていただいたわけです。このことにつ

いては、それでもやはりまだ不十分であるというご指摘もいただきました。特に剱

岳地区の子供さんにしては、登校の方は逆にちょっと便利がよくなったように思い

ますが、依然として下校時がなかなか現在のコミュニティバスでは対応がし切れな

いであろうというお話でした。 

 ただ、これにつきましては、コミュニティバスだけではなくて、公共交通機関を

使っていてもやはり同じような問題はあろうかと思います。終業時間に差がある、

あるいは部活動が終わる時間に差があるという問題がある以上ですね、それすべて

に対応するような交通体系というのはなかなか難しいというふうに思います。 

 従いまして、現在のコミュニティバスにつきましては、来年の３月いっぱいまで

は何とか今のままでひとつ我慢をしていただきたいなというふうに思います。 

 それとは別個に、コミュニティバスとは離してですね、スクールバスとして独自

に運行させれば、少なくても子供たちの登下校には非常に利便性がよくなるだろう
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というふうには判断いたしております。 

 これにつきましては、先ほども三上議員にもお答えいたしましたが、保護者の方々

のご負担ということをまずお願いしなければいけませんし、それともう一つは、今

議員が２番目のご質問をされました終業時間ですね、終わる時間の方をどうするの

かと。これを統一していただかなければなりません。その二つが大きな課題になろ

うかなと思いますが、これらについてご理解がいただければ、来年の４月からは金

津中学校につきましてもスクールバスを独自に運行したいというふうに考えてお

ります。 

 これはあくまでも市長部局としての話になろうかと思いますが、そのようにスク

ールバスを独自に運行すればですね、何とか学校としてもそれに合わせた部活の終

わり方というようなことも対応していただけるのではないかというふうに思って

おります。現在、芦原中学校がそういうふうに実は対応していただいております。

これは、市として独自にスクールバスを運行するからこそ教育委員会に対してもそ

のようなお願いができるわけでありまして、市としてスクールバスを独自に運行せ

ずに、コミュニティバスを運行しながら、それに合わせた終業時間の調整をお願い

することは、なかなかこれはできないかと思いますけども、そこまで市長部局とし

て努力をすれば、学校現場あるいは教育委員会としても対応していただけるのでは

ないかなというふうに私としては思っているところであります。 

（｢議長｣と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 教育部長、藤崎恒美君。 

○教育部長（藤崎恒美君） ただいまの中学校の、これは金津中学校でございますけど

も、部活の終了時間についてのご質問でございますが、現在、原則的には６時３０

分が終了時間になっているわけでございますけども、保護者の同意のもとで、若干

部活によりましては、終了時刻が変動となっておるわけでございます。 

 ただ、新年度からのスクールバス運行の計画をいたしておるわけでございまして、

これが導入ということになればですね、クラブの終了時刻につきましても統一した

形のもので指導して参りたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いを

いたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ８番、山川知一郎君。 

○８番（山川知一郎君） 下校時の、部活の終了時間等については是非指導をよろしく

お願いしたいなと思います。 

 ただ、ちょっと１点伺いたいと思いますが、現在、芦原中学校はスクールバスが

運行されておりますけど、これについての保護者の負担というのはどうなっている

でしょうか。 

（｢議長｣と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 教育部長、藤崎恒美君。 

○教育部長（藤崎恒美君） 芦原中学校におけますスクールバス利用者の保護者負担金
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でございますが、１カ月当たり２,０００円となっておるものでございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ８番、山川知一郎君。 

○８番（山川知一郎君） 私は、スクールバスというのは教育上必要なものという位置

づけであれば基本的には無料であるべきだというふうに思っておりますが、そのこ

とについても今後、是非検討をお願いしたいなと思います。 

 それから、今後のコミュニティバスのあり方についても先ほどいろいろ答弁がご

ざいましたが、市の方から、２３年が終われば今のコミュニティバスのあり方につ

いては抜本的に検討したいということでございます。そして、できれば地域でそう

いう公共交通機関といいますか、そういうものを運行するようなことをできればし

たいというような話も聞いておりますが、もう少し具体的にですね、どういう形を

考えておられるのか、それからまた、そういう点についての全国的に先進的な事例

とか、そういうものがあれば示していただきたいなというふうに思います。 

（｢議長｣と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市民福祉部理事、辻 邦雄君。 

○市民福祉部理事（辻 邦雄君） ただいまの山川議員のご質問にお答えをいたします。 

 ２４年度からの抜本的な見直しにつきましては、今ほど議論されておりましたス

クールバス、これが実施になりますと、現在のコミュニティバスの約４万人ぐらい

の利用者のうち１万２、３千人、中学生が減るということで、実質、コミュニティ

バスは２万７,０００人程度の利用になるのかなというふうに想定をいたしており

ます。 

 そうしますと、ますますそういった利用率の低いコミュニティバスになってしま

うということから、２４年度からの見直しは、基本的にはニーズに対して即応する

という形、いわゆるデマンド方式がまず基本になるのかなというふうに思っており

ます。 

 それに、その中でも、これまでの中でも利用率の高い地域、そういうところがあ

れば１路線か２路線は現行の路線バス方式みたいなものが残るかなというふうに

思っておりますし、さらには、地域等のご理解がいただければ、今ほど申し上げて

ました市民参加型によるコミュニティバスの運行と。そういったものも少し地域の

皆さんと検討できれば検討していきたいというふうに考えておりまして、まだまだ

これから先進地事例等をいろいろ研究しながら、そういった内容については決めな

がら、そして、また当然地域の皆さんのご理解をいただきながら進めて参りたいと

いうふうに考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ８番、山川知一郎君。 

○８番（山川知一郎君） 私も多くの皆さんも、とにかく現行のコミュニティバスでは

どうしようもないというのは大方の共通の認識であろうと思いますが、それにかわ

るものとしてデマンド方式を基本とすると。これもいいと思いますし、それから、
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できれば地域ごとに住民参加型のというのも結構ですが、ただ、これはやろうとな

ると、費用の問題はもちろんですが、事故のときの対応の問題とかですね、いろん

な問題が出てきます。なかなか理念としてはいいなというふうに思うんですが、も

う少しいろいろ具体的に情報を示していただいて、住民で本当に検討できるような

ものを示していただかないと、なかなか具体化はしないのではないかなというふう

に思っております。 

 そういう点では、２３年、あと２年ぐらいですが、急いでやらないと、本当に住

民参加型の組織をきちんと作って運行していくというまでには相当議論も必要だ

と思いますので、是非そういう点は情報をもっと示していただいて、それから基本

的な考え方ですね、そういうものも是非、議論の材料を示していただきたいなとい

うふうに思いますので、その点については要望をしておきたいと思います。 

 それでは、三つ目の問題に移りたいと思います。北陸新幹線建設の見直し問題で

ございます。 

 この間、合併しましてから以降ですね、とにかく学校問題と関連いたしまして財

政問題が常に議論をされ、非常に財政が厳しいということがさんざん言われていま

す。現在もそういうことがよく言われておりますが、私は先日、市の方から財政状

況についての報告もありました。その中で、財政力指数は昨年よりも改善をして６.

８になったと。県内の同じような自治体、大野、勝山、小浜等と比較してみますと、

あわら市の財政力指数は、２０年度はちょっとまだ見ておりませんが、１９年度で

はたしか一番よかったというふうに思っておりまして、それほど、すぐにでも、一

時は第２の夕張になるのではないかというようなことがさんざん言われましたけ

れども、決して、そんな状況ではないというふうに思っておりますが、ただ、これ

から先を考えたときに、新幹線がもし通るとなれば、現在のＪＲ線は第三セクター

にするということが条件になっておりますから、ＪＲを第三セクターにした場合の

負担、これは半永久的に続くわけでございますが、これがあわら市の財政を圧迫す

る最大の私は要因になるのではないかと思います。 

 第三セクターになった場合の費用負担、こういうものについては全く今示されて

おりませんが、現在、えちぜん鉄道が第三セクターになっております。そして、そ

れに対してあわら市は毎年１,０００万ぐらいずつ負担をしていると。そういうこ

とを考えますと、ＪＲが第三セクターになった場合には、毎年、億を超える負担が

必要になるのではないかと。それでも第三セクターを黒字経営するというのはです

ね、全国の例を見ましてもほとんど不可能ではないかなというふうに思っているん

ですが、そういうことを考えますと、この北陸新幹線の建設については、さきの選

挙で政権が変わったということもありまして、これから先どうなるかよくわかりま

せんけれども、市としても抜本的に見直しをする必要があるのではないかと。 

 特に今までですね、そういう財政面のことよりも、とにかく新幹線は東京へ行く

時間が短縮されるということが最大のメリットとして宣伝をされてきたと思いま

す。東京へ行くのに今までよりも３０分ほど短縮されるとかですね。しかし、この
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間いろいろ聞きました。私も直接７月には国交省へ行って聞いて参りましたが、も

し北陸新幹線が金沢まで開通したときには、北陸新幹線の全部ではないけれども、

一部は埼玉県大宮で止まると。そして、そこで埼玉から東京は今のＪＲに乗りかえ

て行くということになるということで、こうなりますと、全く東京への時間短縮に

はならないというふうに思います。 

 それから、金沢以西はですね、新幹線を建設しなくても、ＪＲの軌道改修等によ

ってスピードアップすることは技術的には十分可能であるということも言われて

おります。現在のＪＲ線の踏切を立体交差化して減らすとかですね、カーブをでき

るだけ直線にするとか、そういう一定の改修等は必要だけれども、そうすればかな

りスピードアップできると。今、ＪＲ線は最高でたしか１５０キロぐらい出せると

いうことになっていると思いますが、そういうふうにすれば３００キロぐらいまで

はスピードアップできると。そうすればですね、莫大な費用をかけて新幹線を新た

に建設する必要は全くないと。 

 それと、新たに今、国としては、中央新幹線、リニアモーターカーによる東京－

大阪間、２時間のリニアモーターによる中央新幹線建設計画の、これは具体的にも

う進められております。そうしますと、現行でも名古屋で接続して、中央新幹線が

できたときには、名古屋で乗りかえたら東京まで１時間で行くと。そういうことを

考えますと、ほとんど新幹線建設をするメリットはないのではないかというふうに

考えます。 

 私はさきの選挙中に、この点についても市民の皆さんにアンケートお願いしまし

たが、５３％の市民は｢新幹線は必要がない｣というふうに答えております。こうい

う市民の声も十分真摯に受けとめていただいて、新幹線建設促進の方針は撤回すべ

きではないかというふうに考えますが、この点について市長の見解を伺いたいと思

います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 市長、橋本達也君。 

○市長（橋本達也君） お答えをいたします。 

 まず論点についてお答えをする前にですね、今、議員の方から財政指標について

ちょっとご指摘がございました。ちょっとこれは誤解を生ずるといけませんので、

このことについてまず申し上げておきたいというふうに思います。 

 健全化指標の中で、今回決算を提案させていただいておりますけども、数値的に

よくなっているのではないかというご指摘がございました。おかげさまで、実質公

債費比率につきましても、将来負担比率につきましても改善いたしております。 

 ただ、将来負担比率については前回たしか県内九つの市の中で一番悪かったと思

いますが、今それは少し改善をされました。それから、実質公債費比率につきまし

ても、改善はされましたけれども、それをもって財政内容がよくなったと断じると

ころまではまだ行っていないというふうに思います。 

 ちょっと私も比較をしてみたんですけれども、県内九つの市の中で坂井市とあわ
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ら市は実質公債費比率は飛び抜けて高くなっておりまして、決していい方ではあり

ません。何遍も言いますが、直ちに第２の夕張になるというようなことはございま

せんけれども、やはりその辺は慎重に財政運営をしていかなければならないという

ふうに思っております。 

 ちなみに申し上げますと、何ゆえ坂井市とあわら市の実質公債費比率が飛び抜け

て高いかといいますと、一つの要因としては、他の７市は都市計画税を導入してお

ります。坂井市とあわら市はそれを導入しておりません。それがすべてではありま

せんけども、そういうことも一つの要因であるということはひとつご理解いただき

たいと思いますし、私といたしましては、財政の健全を図りながらもですね、なる

べくの市民のご負担を少なくできる努力をあわせて行わなければならないという

ふうに考えておりますので、その点はひとつご理解いただきたいというふうに思い

ます。 

 では、まず１点目の時間短縮についてのご質問でありますが、この区間の営業に

ついてはＪＲ東日本が運行を担当しますので、私どもが民間会社の経営方針となる

列車運行に関しお答えをすることはいかがかと思いますが、一般論ということでお

答えをいたします。 

 東京－大宮間については、東北新幹線をはじめ、上越新幹線や将来の北陸新幹線

となる長野新幹線が線路を共有し、さらに速度規制などもある中で、現在、１日当

たり上下３００本の新幹線が運行しております。従いまして、これから東北新幹線

あるいは北陸新幹線、北海道新幹線の新規開業に伴い、この区間がボトルネックと

なり、ダイヤ編成などに支障を来すのではないかとの懸念が以前から指摘されてき

たところであります。 

 このことについては、昨年ＪＲ東日本から、北陸新幹線の長野－金沢間の開業に

伴い、新幹線の一部を大宮駅発着とする旨の考えも示されましたが、同時に、回送

列車のダイヤ設定の見直しや、繁忙期を中心に大宮駅始発の列車を入れるなど、ソ

フト面での工夫について勉強する必要があるとの発言もあり、時間短縮効果が阻害

されることは少ないと考えております。 

 現在、ピーク時には１時間に１３本の列車が運行されており、東海道新幹線とほ

ぼ同程度の運行密度になっておりますが、将来においても、旅客需要の動向を見な

がら、ＪＲ東日本が北陸、上越、東北の各新幹線を含めたダイヤ編成を決めること

になります。利便性の観点からも北陸新幹線は東京駅発着が望ましく、これにより

新幹線の高速で大量輸送という機能が最大限に発揮されるものと思っております。 

 次に、２点目の在来線のスピードアップに関するご質問でありますが、北陸本線

は複線で電化された路線となっており、大都市圏を除くと全国の在来線の中でも整

備水準が高い区間であります。特に湖西線については、ほくほく線とともに、高架

区間では時速１６０キロで営業運転されるなどスピード化が図られておりますが、

一般の区間では踏切があることから時速１３０キロの速度制限があります。これは、

北陸新幹線の設計速度２６０キロの半分で、在来線としてはこれまで以上の大幅な



 61 

時間短縮は困難であると考えられます。 

 最後の、新幹線建設促進の方針を撤回すべきではとのご意見でありますが、国内

においては、平成２２年１２月の新青森までの開業や、平成２２年度末の九州新幹

線の全線完成、さらに平成２６年度末の金沢までの完成を目標に整備が進められて

いる状況であります。現状のままでは、未着工区間となっている福井県とは今後、

高速交通の観点から地域間の格差が急速に拡大するものと予想されます。 

 さらに、県が本年３月に取りまとめた北陸新幹線の県内整備効果では、新幹線の

大幅な時間短縮効果により、開業後には鉄道利用者の流動が約１００万人増加する

と予測しております。 

 また、経済波及効果においても、建設投資に伴う経済波及効果として約２,５００

億円を見込み、さらに、開業後の年間の経済波及効果も約８０億円と予測するなど、

県内はもとより、あわら市の経済の活性化にも大きく寄与するものと考えておりま

す。在来線の第三セクター化に伴う運営経費の負担を心配されておられますが、新

幹線開業に伴う固定資産税の税収増加や地域の活性化等、負担を上回る効果が期待

できるものと考えております。 

 なお、さきに行われた総選挙においても、県内で当選された方はすべて、表現に

若干の違いはあるものの、北陸新幹線については本県に是非とも必要なものと発言

されていることから、県内の大方の民意であると同時に、重要な課題の一つである

と思っております。 

 従いまして、今後とも県をはじめ関係団体等とも連携を図りながら、この課題に

取り組んで参りたいと考えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ８番、山川知一郎君。 

○８番（山川知一郎君） ただいまの答弁でございますけども、今年、県が発表いたし

ました新幹線建設に伴う経済的な効果、これで乗客数は１００万人増えるとかです

ね、経済効果があるということですが、私は、この県の発表した数字は本当に客観

的にですね、信頼できるかといえば、非常に疑わしいというふうに思っております。

全国的には、新幹線が開通したためにかえって人口流出が激しくなって寂れたと。

東北の方ではそういう市もあります。そういう点では、プラスのメリットばっかり

強調されて、デメリットはほとんど余り触れられていないというふうに思っており

ます。 

 何よりも、第三セクターになった場合の費用負担、このことについてはまだほと

んど明らかにされていないというふうに思います。確かに、新幹線が建設されれば

固定資産税が入るということでありますけれども、第三セクターの運営経費はそれ

を上回るものになるのではないかというふうに思っております。まず客観的に市民

が議論する上でも、第三セクターになった場合の費用負担、こういうものはどうな

るかというものを県や国に対しても早くきちっと示してもらいたいということを

求めていただきたいなと。市としてもそういう努力を是非していただきたいという
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ことを申し上げて、私の質問を終わらせていただきます。 

                                      

◇北島 登君 

○議長（丸谷浩二君） 続きまして、通告順に従い、９番、北島 登君の一般質問を許

可します。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ９番、北島 登君。 

○９番（北島 登君） ９番、北島 登です。通告順に従いまして一般質問を行わさせ

ていただきます。質問内容は教育委員会の広報活動について、あわら為庶塾につい

てでありますが、若干ですが気になる点がございますので、質問並びに提言をした

いと思います。 

 ９月６日、昨日お伺いした話の中で、あわら市立金津小学校の３年生の児童の方

が新型インフルエンザに感染した疑いがあるとのことで、感染のおそれが身近に迫

ってきたことを感じ、大事に至らなければよいのになと思うところであります。あ

わら市をはじめとする各機関に最善を尽くしていただくことを強く念願するもの

であります。 

 また、学校では、運動会、文化祭、遠足、修学旅行と感染拡大のおそれのある授

業がメジロ押しであり、今以上に注意を払っていただくとともに、教育部局におい

ては、春の修学旅行を延期とされてしまった子供たちの願いがかなう配慮、検討を

お願いするものであります。 

 では、質問に入ります。教育委員会の広報についてでありますが、３月の定例議

会で教育委員会だよりなるものの広報紙の発行をお願いしております。教育長の答

弁では、「教育委員会としては、また事務局もございますので、事務局と相談しな

がら検討して参りたいというふうに思っております」とのことでありました。あれ

から半年の月日が経ちました。まず、事務局とご検討をいただきました内容と結果

をお聞かせ願いたい。 

 以上、１回目の質問を終えます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 教育長、寺井靖高君。 

○教育長（寺井靖高君） 北島議員のご質問にお答えします。 

 市民との協働参画を目指す上で情報公開及び情報共有は特に重要であり、議員ご

指摘のように、ホームページで情報公開が最も有効な手段であります。現在、教育

委員会の情報は、市のホームページ及び毎月発行の市の広報紙上で提供しておりま

す。ホームページは、教育、文化、スポーツの目的別検索、あるいは組織別検索か

ら目的の情報へと検索するシステムとなっております。 

 教育委員会といたしましては、情報一元化の観点からも現在のシステムは最良で

あると考えております。今後も、イベント情報等をはじめ、各種の情報については

市のホームページ及び広報紙上で公開して参りたいと考えております。 
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 なお、議員ご指摘の教育委員会の開催状況、審議内容等につきましては、議会に

報告するとともに、市民の皆さんにもホームページを通して公開して参りたいと考

えております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ９番、北島 登君。 

○９番（北島 登君） ご答弁いただきまして、何となく納得するような感じではござ

います。今のお話ですと、一元化と。２冊あるとややこしい、３冊あるとややこし

いということではございますが、専門的な教育部局とあわら市の独立した機関とい

う部分では、やはりしっかりと広報紙をつくっていただきたいと思います。 

 前にも言いました。各あちらこちらの市で、多くの市では、武蔵野市、あきる野

市、熊本市、流山市、その他多くの自治体でも当然のことながら広報紙の整備は終

えていますし、それにきちっとした教育委員会の教育方針、理念、それから予算、

そういったものをきちっと載せてございます。先ほど、そういったものはホームペ

ージで掲載されるということでございますが、そのホームページすら確立したよう

な項目になっていないじゃないですか、今。まずその点から聞かせてください。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 教育長、寺井靖高君。 

○教育長（寺井靖高君） 先ほど申し上げましたように、市の教育分野のホームページ

につきましては、教育、文化、スポーツの目的別検索の欄に掲載されているところ

でございます。今、市独自のですね、教育委員会の教育方針、理念というようなお

話でございますが、これらについては、それぞれ学校を経由して保護者の皆様の方

へは伝わっているかと思います。今後、今ご指摘のように、一体となるものの中で

市として必要なものはホームページ上で公開していくというふうに方向転換して

いきたいというふうに思っております。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ９番、北島 登君。 

○９番（北島 登君） それでは、もう少し深くご質問させていただきます。 

 先ほどですね、市のホームページで、教育委員会の定例会ですとか協議会ですと

か、そういったものの内容も掲載するようなふうに聞こえたわけですけど、まずそ

の点だけ確認を取らさせていただきます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 教育部長、藤崎恒美君。 

○教育部長（藤崎恒美君） ただいまのご質問でございますが、教育委員会の開催状況、

審議内容につきましては議会に報告するとともに、市民の皆さんにもホームページ

を通して公開するという先ほどの教育長の答弁でございますが、これにつきまして

は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律、俗に言います地方教育行政法の一

部改正がございまして、これは平成２０年４月１日からの施行となっておるもので

ございまして、教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況につきまして点
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検、評価を行い、その結果を議会に報告するとともに公表しなければならないとい

うふうにされておるものでございまして、これを受けまして２０年度の状況につき

まして議会に報告し、そしてホームページ等で公開して参りたいというふうに考え

ておるところでございますので、よろしくお願いをいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ９番、北島 登君。 

○９番（北島 登君） 今ほどの件なんですが、２０年度分に関しては、２１年度に教

育基本計画からまずご報告させていただくということは前回の一般質問でも聞い

ております。施行日から半年じゃなかったですか、これ。２１年度４月と言いまし

たね。間違いないですね。先ほどのそういったものも僕は調べさせていただいた中

で、公表がされていない現状がちょっと不思議だなと思っていたもので。 

 それではですね、今まで約半年間の中で教育委員会の定例会が開かれています。

ちょっと話がずれるんですけど、その中で当然、今ほど、４月から施行された法に

よって議会に報告するということでした。何回されましたかね。お願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 教育部長、藤崎恒美君。 

○教育部長（藤崎恒美君） 先ほどのお答えさせていただきました法律改正に伴います

議会への報告でございますけれども、これにつきましては、半年以内とかという期

限、あるいはその様式等につきましては定まっていないということでございますの

で、２０年度につきましては一括しまして今年中にご報告はさせていただくという

ような考え方でございますので、よろしくお願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ９番、北島 登君。 

○９番（北島 登君） できるだけ早くお願いいたします。 

 それとですね、先ほど教育委員会の動きとかそういったものに関しては広報紙に

は掲載しないと、インターネットのホームページ上で掲載させてもらうということ

で、ということは、もう当然インターネットの整備がされている、そして使える、

そういった方々しか情報がとられない。それというのは、情報公開という部分の観

点から、ちょっと薄まり過ぎているかなというふうに思います。 

 一つご紹介させていただきたいんですけど、先ほど、あちらこちらでこういった

広報紙が作られていると申しましたけど、大体予算規模３２億の村で、教育予算が

幾らとか教育委員会の考え方がどうだとか、きちっとされています。そういったこ

とを考えると、ちょっと残念だなと思うのが、これ、取り組む姿勢からのことやと

思うんです。先ほど、市の広報紙としての一元化と言うならば、やっぱりそれなり

の枚数を使っていただいて、この部分のこの範囲に関しては教育部局でこういった

ことをさせていただくということをきちっと明示していただきたいなと。この点、

確認を取らさせていただきます。教育長、お願いします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 
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○議長（丸谷浩二君） 教育長、寺井靖高君。 

○教育長（寺井靖高君） この件につきましては他部局との兼ね合いもございますので、

一定というわけには参りませんので、今後検討させていただきたいというふうに思

います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ９番、北島 登君。 

○９番（北島 登君） 先ほどの、じゃ、ホームページのことでお聞かせいただきたい

と思います。 

 例えば教育委員会といいますと、教育のすべてを司ると。そういった中で、やは

り情報公開に伴って市民の皆様の多くの意見を取り入れるという部分があると思

います。そういった中で、ホームページの中で、教育部局としてご意見箱のような

ものというのは取り入れるおつもりはあるんでしょうか。お願いいたします。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 教育長、寺井靖高君。 

○教育長（寺井靖高君） 今の件につきましては前向きに検討させていただきます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ９番、北島 登君。 

○９番（北島 登君） 教育委員会の広報、情報を積極的に開示すると。そういったこ

とがきちっと長所を伸ばしていくと。そして、いろいろな部分の課題を見つけるこ

とができると。そういった部分でやはりご意見箱というのは絶対必要やと思うんで

す。そういったことをしっかりと念頭に置いてご検討ください。 

 将来のあわら市を担う子供たちの中枢が教育委員会だと思っています。教育が人

をつくってまちをつくっていくと思います。できる限りの力を入れていただきます

ようお願いを申し上げます。 

 それでは、次に、あわら為庶塾についてご質問したいと思います。 

 塾生の対象、主な内容、開催日数、そして、そのことによってどのような成果が

上げられているかお伺いさせていただきたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 教育長、寺井靖高君。 

○教育長（寺井靖高君） 北島議員のご質問にお答えいたします。 

 あわら為庶塾は、県教育委員会が開催している研修とは別に、あわら市内の小中

学校に勤務する教職員の意識改革を図り、市の教育向上を目的に市の教育委員会が

独自に平成１８年より開講している研修講座でございます。為庶塾という塾名の由

来は、郷土の偉人、藤野源九郎先生の雅号である為庶、「庶民のために尽くす」を

用いております。 

 研修内容でございますが、毎年、対象年齢を設定し、４０名程度を塾生とし、外

部講師を招いての講演会を２回、先輩教員による研修を１回、坂井市などの近隣小

中学校へ出かける実施研修を１回、教育長または教育委員長の講話研修等を１回、
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合計５回の研修講座を開催しております。 

 また、出席状況については、実施研修を除いては長期休業中及び授業終了後を利

用しており、ほとんど全員が参加をしている状況であります。 

 なお、今年度は、管理職を除いた教職員が塾生として一回りしたこともあり、新

たな企画として、全教職員を対象とし、創作の森、陶芸体験やガラス体験、さらに

は市内企業見学などを加えた体験講座も実施しております。 

 最後に、為庶塾の成果については客観的に点数であらわせるものではありません

が、今年度４年目を迎え、着実に教職員の意識向上に繋がっているものと判断して

おります。今後も継続して参りたいと考えているところでございます。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ９番、北島 登君。 

○９番（北島 登君） 先ほどの成果という中でまたお伺いしたいんですけど、こうい

って為庶塾を開かせていただいて開催した中で、先生方からキックバックといいま

すか、報告書、そういったものというのは上がってきているんでしょうか。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 教育長、寺井靖高君。 

○教育長（寺井靖高君） 毎年、年度末には受講生の報告書をまとめて各学校へ配布さ

せていただておりますが、その中でやはり違った視点で物を見るというところから、

先生方が目からうろこであるというようなものを幾つかご報告いただいておりま

す。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） ９番、北島 登君。 

○９番（北島 登君） 本当に良いものだと僕も思っております。 

 その中で、普通、教職員の研修というのは県が司ると。普通は市がやるものでは

ないんですけど、やはり任意の研修ということで、その風土を創っていただきまし

た前任者の児島前教育長の功績と、それから教職員のご理解があってこれがきちっ

と続くものと思っております。先ほど教育長もおっしゃっていたとおり、人に尽く

すと、それがあわら為庶塾の始まりだということでございますのでしっかりと続け

ていただいて、先ほど言いましたように、今後のあわら市を担う子供たちのために

力を入れていただきたいと思います。 

 以上です。 

                                       

   ◎散会の宣言 

○議長（丸谷浩二君） 以上で一般質問を終結いたします。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 明日から１６日までは休会とし、休会中に付託されました案件について、それぞ

れ常任委員会の審査をお願いいたします。 

 本会議は、９月１７日、再開をいたします。 
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 本日はこれをもって散会いたします。 

（午後 12時 01 分） 
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事務局職員出席者 

 事 務 局 長  柴 田   昇    事務局長補佐  山 口   徹 

 書 記  中 辻 雅 浩 
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   ◎開議の宣告 

○議長（丸谷浩二君） これより、本日の会議を開きます。 

○議長（丸谷浩二君） 本日の出席議員数は、１８名であります。 

 よって、会議の定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

○議長（丸谷浩二君） 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

（午後 1時 01 分） 

                                        

   ◎会議録署名議員の指名 

○議長（丸谷浩二君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、７番、笹原幸信君、

８番、山川知一郎君の両名を指名いたします。 

                                        

   ◎議案第１０２号から議案第１０９号の委員長報告 

                          ・質疑・討論・採決 

○議長（丸谷浩二君） 日程第２から日程第９までを、会議規則第３５条の規定により、

一括議題とします。 

 これらの議案につきましては、各常任委員会に付託し、審査願っておりますので、

各常任委員長より、その審査結果の報告を求めます。 

○議長（丸谷浩二君） まず、総務文教常任委員長より報告願います。 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（丸谷浩二君） 総務文教常任委員長、宮崎 修君。 

○15 番（宮崎 修君） 総務文教常任委員会審査の報告を申し上げます。 

 当委員会は、去る９月８日と９日に、市長、副市長及び担当部課長等の出席を求

め、当委員会に付託されました議案第１０２号、平成２１年度あわら市一般会計補

正予算（第４号）（所管事項）をはじめ、３議案について慎重に審査をいたしまし

た。 

 審査の結果、議案３件については、いずれも所要の措置であり、挙手採決の結果、

賛成全員で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以下、審査の過程で論議されました主な事項について申し上げます。 

 まず、議案第１０２号、平成２１年度あわら市一般会計補正予算（第４号）につ

いて、所管課ごとに申し上げます。 

 総務課所管でございますが、まず、訴訟事件弁護料１０万５,０００円について、

委員からは訴訟の内容についてどのようなものかとの問いがあり、理事者からは、

平成２０年度の情報公開に対して一部公開しなかったことに対する訴訟であると

の回答がありました。 

 次に、防犯灯設置事業補助金４８万円についてでありますが、委員からは、どこ

の集落を対象としているのかとの問いがあり、理事者からは牛ノ谷１カ所、古屋石
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塚２５カ所、宮前公文１カ所、向ヶ丘４カ所、御簾尾３カ所との答弁がありました。 

 また、委員からは、集落間の外灯については集落が電気料を負担している地区も

ある、また、合併前にふるさと創生事業などで整備した外灯は市が電気料を負担し

ており不公平が生じている、市が電気料を負担すれば、各集落内の防犯灯設置も進

むのではないかとの問いがあり、理事者からは、電気料を算出してみる必要があり、

一度検討してみたいとの回答がありました。 

 次に、政策課所管について申し上げます。 

 今回、経済危機対策臨時交付金で導入するネットワーク機器入れ替え３,１０８

万５,０００円と庁内情報系サーバー機器入れ替え３,８１１万２,０００円につい

てでありますが、委員からは、サーバー入れ替えは入札になるのか、また、入れか

え後の維持管理費はどうなるのかとの問いがあり、理事者からは、金額の面から一

般競争入札になる、入れ替え後５年間の保守点検費も含んだ金額である、との回答

がありました。 

 また、委員からは、今回の臨時交付金の使用対象となっている事業は、市が指定

しているのかとの問いがあり、理事者からは、交付金の対象となる事業には、分野

ごとに幾つものメニューがあり、財政課で各課に照会した上で、財政課が最も効果

があると思われる事業に充てているとの回答がありました。 

 これに対して委員からは、交付金の使い方について制限されていないのであれば、

交付金使用に当たっては各自治体の知恵の出しどころである、また、コンピュータ

ーの発展は日進月歩であり、素早い対応が必要である、市のためにしっかりと投資

してほしいとの意見もありました。 

 次に、教育委員会所管について申し上げます。 

 まず、緊急雇用対策事業による学校図書整備事業１１３万７,０００円について、

委員からは、具体的な寄贈方法について問いがあり、理事者からは、１人を臨時雇

用して学校に配備し、各学校の子供たちの保護者に図書寄贈の案内文書を送付し、

寄贈の申し出があった場合は、図書の運搬に当たったり、古いものは修理を行うな

ど事務に当たる予定であるとの回答がありました。 

 また、委員からは、各図書館の蔵書数について問いがあり、理事者からは、県の

標準図書数を上回っているが、この事業によってさらに図書の整備をしたいとの回

答がありました。 

 次に、金津東小学校器具庫設置工事２００万１,０００円についてでありますが、

委員からは、金額が比較的安いがどのような倉庫を建てるのかとの問いがあり、理

事者からは、現在の基礎を利用して、同じような規模のものを建てる予定であり、

なるべく利便性のよいものを建てたいとの答弁がありました。 

 次に、社会科副読本更新事業９４万円について、委員からは、どのように利用し

ていくのかとの問いがあり、理事者からは、ふるさとあわらを知ってもらうため、

社会科の副読本として３年間使用していくとの回答がありました。 

 次に、今回大変活発な質疑がありました両中学校耐震補強・改修事業１２億４,




